
計画の区分： 学部の学科の設置

　　　電話番号　　０１１-７９２-３３５０

　　　（夜間）　　０１１-７９２-３０３３

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　担当部局（課）名　大学事務局総務課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

学校法人吉田学園　　　

[平成２９年度設置］

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

札幌保健医療大学　看護学部　栄養学科

令和２年５月１日現在

（保健医療学部（平成２９年度より学部名称変更））

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０１１-７９２-３３５８

　　　ｅ－mail　　ogasawara@sapporo-hokeniryou-u.ac.jp

　　　職名・氏名　　課長
カチョウ

　小笠原
オガサワラ

　稿幸
タカユキ

　作成担当者

認可

大学番号：私００２
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フ リ ガ ナ ） （ フ リ ガ ナ ）

氏　　　名 氏　　　名

（現職就任年月） （現職就任年月）

（イナバ　ヨシエ） （コバヤシ　セイイチ）

稲葉　佳江 小林　清一

（平成２５年４月） （平成３１年４月）

（コバヤシ　セイイチ） （アラカワ　ヨシヒト）

小林　清一 荒川　義人

（平成２７年７月） （平成３１年４月）

（アラカワ　ヨシヒト） （クボ　チヅル）

荒川　義人 久保　ちづる

（平成２９年４月） （平成３１年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人吉田学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　札幌保健医療大学

　　　　（〒060-0063）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒007-0894
　　　　北海道札幌市東区中沼西４条２丁目１番１５号

任期満了に伴う変更
平成31年４月１日(元)

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　（北海道札幌市中央区南３条西１丁目１５番地）

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

　　　　ください。

理 事 長

任期満了に伴う変更
平成31年４月１日(元)

任期満了に伴う変更
平成31年４月１日(元)

（４） 管理運営組織
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　保健医療学部
　栄養学科 4 80 - 320

　学士（栄養学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － 63 － 47 － 82 － 77 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　4　) (　－　) (　2　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 62 － 47 － 82 － 76 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　４　) (　－　) (　2　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 62 － 46 － 78 － 76 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　４　) (　－　) (　2　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － 26 － 22 － 36 － 43 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　４　) (　－　) (　2　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を超えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

－ 80

(　－ 　) (　－ 　)

0.32 0.27

(　若干　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ]

80 80

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和〇年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

家政関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位） 備　　考

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

0.39倍 －倍

備　　考
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

0.53

80

(　若干　)

[ 　－　 ]

0.45－

[ 　－　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － 26 － 22 － 37 － 44 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ 1 ） （ － ） （ 1 ） （ － ）

－ － 24 － 20 － 35 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

－ － 28 － 22 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

－ － 28 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（ － ） （ － ） （ － ） （ － ）

・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（ 　1 　）

3年次に編入学生2名を含む
4年次に編入学生4名を含む

平成３０年度

（ 　1 　）

85

（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

平成２８年度 平成２９年度

計

備　　　　　考

－ 26 46 129

[　　－　　] [　　－　　] [　　－　　] [　　－　　][　　－　　]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和２年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

－ 人 － 人 平成２７年度 － 人 － 人

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 2 人 0 人 進路再考（1人）・納入金未納による除籍（1人）

平成２８年度 － 人 － 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 1 人 0 人 進路再考（1人）

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 1 人 0 人 進路再考（1人）

令和２年度 0 人 0 人

4 人 4 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） －
平成２７年度の在学者数（ｂ） －

【平成２９年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 2
平成２８年度の在学者数（ｂ） 26

【平成３０年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 1
平成２９年度の在学者数（ｂ） 46

【令和元年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 85

【令和２年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 129

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人平成３０年度 46

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

平成２９年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

2人26 人

1

合　　計

人

令和元年度 85 人 0 人

人令和２年度 129 人 1

=

=

=

=

=

=

=

= = 0.77 ％

0 ％=

－ ％

7.69 ％

2.17 ％
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 兼3 1前 1 1 兼2

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 兼1 1前 1 　 兼1

1後 1 　 　 兼1 1後 1 　 兼1

1後 1 兼1

1前 1 　 　 兼1 1前 1 1

1前 2 1 1前 2 　 1

－ 7 1 0 2 0 0 0 0 兼6 － 7 2 0 1 0 1 0 0 兼4

1前 1 　 兼1 1前 1 　 兼2

1後 1 　 　 兼2 1後 1 　 　 兼2

2前 1 　 　 兼1 2前 1 　

4後 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1 4後 　 1 　 　 　 　 　

1前 1 兼2 1前 1 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 　 　 兼2 1後 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 4 2 0 0 0 0 0 0 兼5 － 4 2 0 0 0 0 0 0 兼5

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 2 　 　 1 　 　 　 　

1前 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2後 1 兼1 2後 1 1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

－ 5 13 0 0 0 0 0 0 兼10 － 5 13 0 2 0 0 0 0 兼10

16 16 0 2 0 0 0 0 兼21 16 17 0 3 0 1 0 0 兼19

1前 1 兼1 1前 1 1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 2後 1 1 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

4前 2 兼2 4前 2 兼4

－ 7 6 0 2 0 0 0 0 兼6 － 7 6 0 3 0 0 0 0 兼8

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 20 2 0 3 0 0 1 0 兼2 － 20 2 0 3 0 1 0 0 兼2

＜保健医療学部　栄養学科＞

２　授業科目の概要

兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

基
礎
教
育
科
目

学
習
と
思
考
力

学びの理解

基
礎
教
育
科
目

学
習
と
思
考
力

学びの理解

情報リテラシー

生物学 生物学

統計分析法 統計分析法

情報処理 情報処理

論理的思考 論理的思考

言
語
と
表
現
力

英語Ⅰ(基礎)

言
語
と
表
現
力

英語Ⅰ(基礎)

英語Ⅲ(読解) 英語Ⅲ(読解)

表現技法Ⅰ(読解・分析)

小計(6科目) 小計(7科目)

基礎化学 基礎化学

英語Ⅳ(総合) 英語Ⅳ(総合)

英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話)

小計(6科目) 小計(6科目)

表現技法Ⅰ(読解・分析)

表現技法Ⅱ(討議・発表) 表現技法Ⅱ(討議・発表)

生態学 生態学

倫理学 倫理学

心理学

人
間
と
社
会

心理学

スポーツ科学と運動

地域社会文化論

社会貢献と活動 社会貢献と活動

地域社会文化論

スポーツ理論 スポーツ理論

国際社会論 国際社会論

現代社会論 現代社会論

生活環境論 生活環境論

基礎教育科目　合計(25科目) 基礎教育科目　合計(26科目)

小計(13科目) 小計(13科目)

文学と人間 文学と人間

人
間
と
社
会

スポーツ科学と運動

教育学 教育学

法と人権 法と人権

医療概論 医療概論

生涯発達論

専
門
基
礎
科
目

社
会
・
環
境
と
健
康

生涯発達論

人間関係論 人間関係論

公衆衛生学実習 公衆衛生学実習

公衆衛生学 公衆衛生学

健康管理概論 健康管理概論

小計(9科目) 小計(9科目)

保健医療福祉行政論Ⅱ 保健医療福祉行政論Ⅱ

保健医療福祉行政論Ⅰ 保健医療福祉行政論Ⅰ

病理学 病理学

有機化学 有機化学

形態機能学実習Ⅰ

形態機能学実習Ⅱ 形態機能学実習Ⅱ

生化学Ⅰ 生化学Ⅰ

微生物学実験 微生物学実験

微生物学 微生物学

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ 形態機能学Ⅱ

形態機能学実習Ⅰ

病態診療学Ⅰ 病態診療学Ⅰ

生化学実験 生化学実験

生化学Ⅱ 生化学Ⅱ

小計(13科目) 小計(13科目)

病態診療学Ⅱ 病態診療学Ⅱ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

形態機能学Ⅰ
専
門
基
礎
科
目

社
会
・
環
境
と
健
康

生命倫理 生命倫理
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

1後 1 1 1後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 13 4 0 3 0 1 0 0 0 － 13 4 0 3 0 2 0 0 0

40 12 0 5 0 1 1 0 兼7 40 12 0 6 0 2 0 0 兼9

1前 1 　 2 1前 1 　 2

4通 1 　 1 4通 1 　 1

－ 2 0 0 3 0 0 0 0 0 － 2 0 0 3 0 0 0 0 0

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

－ 3 0 0 0 0 1 0 0 0 － 3 0 0 0 0 1 0 0 0

2前 2 　 1 2前 2 　 1

2後 2 　 1 2後 2 　 1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　 　 3後 1 　 1 　 　 　 　

3後 1 兼1 3後 1 兼1

3後 1 　 　 　 　 　 　 兼1 3後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 7 2 0 1 0 0 0 0 兼2 － 7 2 0 1 0 0 0 0 兼2

2前 2 　 1 2前 2 　 1

2後 2 　 兼1 2後 2 　 兼1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　 3後 1 　 1 　 　 　

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 兼1 3前 2 兼2

3後 2 　 　 　 　 　 　 兼1 3後 2 　 　 　 　 　 　 兼2

－ 7 5 0 0 2 0 0 0 兼2 － 7 5 0 0 2 0 0 0 兼3

2後 2 　 1 2後 2 　 1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 2 　 1 3後 2 　 1

4前 2 　 1 　 　 　 4前 2 　 1 　 　 　

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

4前 1 　 　 1 　 　 　 4前 1 　 　 1 　 　 　

－ 11 0 0 1 1 0 0 0 0 － 11 0 0 1 1 0 0 0 0

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 2 　 1 3後 2 　 1

3後 1 　 1 3後 1 　 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 　 　 　 　 　 　 兼1 4後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 5 2 0 0 0 1 0 0 兼1 － 5 2 0 0 0 1 0 0 兼1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 1 1 1 　 　 2後 1 1 1 　 　

－ 5 0 0 1 0 1 0 0 0 － 5 0 0 1 0 1 0 0 0

3前 1 1 1 3前 1 1 1

4前 1 8 2 3 1 　 4前 1 8 2 3 　

－ 2 0 0 8 2 3 1 0 0 － 2 0 0 8 2 3 0 0 0

3後 1 2 1 3後 1 2 1

4通 2 8 2 3 　 4通 2 8 2 4 　

－ 0 3 0 8 2 3 1 0 0 － 0 3 0 8 2 4 0 0 0

3前 1 1 1 3前 1 1 1

4通 1 1 1 4通 1 1 1

4通 1 1 4通 1 1

4通 2 1 1 4通 2 1 1

4通 2 1 1 4通 2 1 1

－ 3 4 0 2 1 2 0 0 0 － 3 4 0 2 1 2 0 0 0

45 6 0 8 2 3 1 0 兼5 45 6 0 8 2 3 0 0 兼6

101 44 0 8 2 3 1 0 兼30 101 45 0 10 2 4 0 0 兼31

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
基
礎
科
目

食
べ
物
と
健
康

食品科学Ⅰ

専
門
基
礎
科
目

食
べ
物
と
健
康

食品科学Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

食品科学実験Ⅰ 食品科学実験Ⅰ

食品科学Ⅲ 食品科学Ⅲ

食品科学Ⅱ 食品科学Ⅱ

食品科学実験Ⅱ 食品科学実験Ⅱ

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅰ

調理学 調理学

食品衛生学実験 食品衛生学実験

専門基礎科目　合計(33科目) 専門基礎科目　合計(33科目)

小計(11科目) 小計(11科目)

調理学実習Ⅱ 調理学実習Ⅱ

食品衛生学 食品衛生学

食品機能学 食品機能学

小計(2科目)

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ

基
礎
栄

養
学

基礎栄養学 基
礎
栄

養
学

基礎栄養学

基礎栄養学実験 基礎栄養学実験

小計(2科目)

応用栄養学実習 応用栄養学実習

応用栄養学Ⅲ 応用栄養学Ⅲ

応用栄養学Ⅱ 応用栄養学Ⅱ

小計(6科目) 小計(6科目)

スポーツ栄養学 スポーツ栄養学

免疫と栄養 免疫と栄養

管理栄養士論

専
門
科
目

管

理

栄

養

士

論

管理栄養士論

食生活論 食生活論

栄養カウンセリング演習 栄養カウンセリング演習

栄養教育論Ⅲ

栄養教育論実習 栄養教育論実習

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ

臨床栄養学Ⅱ 臨床栄養学Ⅱ

臨床栄養学Ⅲ

小計(7科目) 小計(7科目)

食育指導論 食育指導論

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ

栄養教育論Ⅲ

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学Ⅲ

臨床栄養学Ⅳ 臨床栄養学Ⅳ

小計(7科目) 小計(7科目)

臨床栄養学実習Ⅲ 臨床栄養学実習Ⅲ

臨床栄養学実習Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学実習Ⅰ

地域栄養活動演習 地域栄養活動演習

公衆栄養学Ⅰ

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ 公衆栄養学Ⅱ

公衆栄養学実習Ⅰ

給

食

経

営

管

理

論

給食経営管理論Ⅰ 給

食

経

営

管

理

論

給食経営管理論Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ 給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理論実習Ⅰ

小計(5科目) 小計(5科目)

国際栄養学 国際栄養学

公
衆
栄
養
学

給食経営管理論実習Ⅰ

小計(3科目) 小計(3科目)

小計(2科目)

統
合
科
目

英語文献講読演習 統
合
科
目

英語文献講読演習

総
合
演
習

総合演習Ⅰ 総
合
演
習

総合演習Ⅰ

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

小計(2科目)

臨
地
実
習

給食経営管理論実習Ⅱ

臨
地
実
習

給食経営管理論実習Ⅱ

卒業研究 卒業研究

小計(2科目) 小計(2科目)

臨床栄養学実習Ⅳ 臨床栄養学実習Ⅳ

給食経営管理論実習Ⅲ 給食経営管理論実習Ⅲ

公衆栄養学実習Ⅱ 公衆栄養学実習Ⅱ

合計(99科目) 合計(100科目)

専門科目　合計(41科目) 専門科目　合計(41科目)

小計(5科目) 小計(5科目)

専
門
科
目

管

理

栄

養

士

論

管理栄養士総合演習 管理栄養士総合演習

小計(2科目) 小計(2科目)

臨床栄養学実習Ⅴ 臨床栄養学実習Ⅴ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 　 　 　 　 兼1

1後 1 1 　 　 　 　

1後 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 兼1

2後 1 兼1

2後 1 兼1

※履修科目登録の上限(年間)：45単位 3後 1 1 兼1

3前 2 1

3後 2 兼1

4通 1 1 1

4通 1 1 1

4後 2 1 1

－ 0 0 18 2 1 0 0 0 兼8

※履修科目登録の上限(年間)：45単位

合計 124単位以上

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目区分 基礎 専門基礎 専門 小計 教育制度論

４年以上在学し、以下の単位を修得すること 教育原理

卒業要件及び履修方法

栄
養
教
諭
一
種
免
許
取
得
に
必
要
な
科
目

教職概論

選択単位 11単位以上 ４単位以上 ７単位以上 22単位以上 教育方法論

必修単位 16単位 40単位 45単位 101単位 教育課程論

小計 27単位以上 44単位以上 53単位以上 124単位以上 特別活動・総合的学習指導論

選択必修単位 － － １単位 １単位 道徳教育論

教育心理学

教育相談論

特別支援教育概論

合計 124単位以上 生徒指導論

卒業要件及び履修方法

４年以上在学し、以下の単位を修得すること

教職実践演習

合計(14科目)

栄養教育実習事前・事後指導

栄養教育実習

選択単位 11単位以上 ４単位以上 ７単位以上 22単位以上

必修単位 16単位 40単位 45単位 101単位

科目区分 基礎 専門基礎 専門 小計

小計 27単位以上 44単位以上 53単位以上 124単位以上

選択必修単位 － － １単位 １単位
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 兼2 1前 1 1 兼2

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 兼1 1前 1 　 兼1

1後 1 　 　 兼1 1後 1 　 　 兼1

1後 1 兼1

1前 1 　 　 兼1 1前 1 1

1前 2 1 1前 2 　 1

－ 7 1 0 2 0 0 0 0 兼5 － 7 2 0 1 0 1 0 0 兼4

1前 1 　 兼1 1前 1 　 兼1

1後 1 　 　 兼2 1後 1 　 　 兼1

2前 1 　 　 兼1 2前 1 　 　 兼1

4後 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1 4後 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 兼2 1前 1 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 　 　 兼2 1後 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 4 2 0 0 0 0 0 0 兼5 － 4 2 0 0 0 0 0 0 兼3

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 2 　 　 1 　 　 　 　

1前 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2後 1 兼1 2後 1 1

4後 1 兼1 4後 1 兼1

－ 5 13 0 0 0 0 0 0 兼11 － 5 13 0 2 0 0 0 0 兼9

16 16 0 2 0 0 0 0 兼21 16 17 0 3 0 1 0 0 兼16

1前 1 兼1 1前 1 1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 2後 1 1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

4前 2 兼2 4前 2 兼2

－ 7 6 0 2 0 0 0 0 兼6 － 7 6 0 3 0 0 0 0 兼5

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 20 2 0 3 0 0 1 0 兼2 － 20 2 0 3 0 1 0 0 兼2

【平成２９年度】 【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

専
門
基
礎
科
目

基礎化学 基礎化学

小計(6科目) 小計(7科目)

言
語
と
表
現
力

英語Ⅰ(基礎)

言
語
と
表
現
力

英語Ⅰ(基礎)

英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話)

情報処理

統計分析法 統計分析法

情報リテラシー

生物学 生物学

兼
任
・
兼
担

学
習
と
思
考
力

学びの理解

基
礎
教
育
科
目

学
習
と
思
考
力

学びの理解

論理的思考 論理的思考

情報処理

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

生態学 生態学

スポーツ科学と運動 スポーツ科学と運動

スポーツ理論 スポーツ理論

表現技法Ⅱ(討議・発表) 表現技法Ⅱ(討議・発表)

小計(6科目) 小計(6科目)

人
間
と
社
会

心理学

人
間
と
社
会

心理学

倫理学 倫理学

英語Ⅲ(読解) 英語Ⅲ(読解)

英語Ⅳ(総合) 英語Ⅳ(総合)

表現技法Ⅰ(読解・分析) 表現技法Ⅰ(読解・分析)

教育学 教育学

文学と人間 文学と人間

小計(13科目) 小計(13科目)

現代社会論 現代社会論

国際社会論 国際社会論

法と人権 法と人権

地域社会文化論 地域社会文化論

社会貢献と活動 社会貢献と活動

生活環境論 生活環境論

公衆衛生学 公衆衛生学

公衆衛生学実習 公衆衛生学実習

保健医療福祉行政論Ⅰ 保健医療福祉行政論Ⅰ

生命倫理 生命倫理

医療概論 医療概論

健康管理概論 健康管理概論

基礎教育科目　合計(25科目) 基礎教育科目　合計(26科目)

社
会
・
環
境
と
健
康

生涯発達論

専
門
基
礎
科
目

社
会
・
環
境
と
健
康

生涯発達論

人間関係論 人間関係論

微生物学

微生物学実験 微生物学実験

基
礎
教
育
科
目

形態機能学Ⅱ

形態機能学実習Ⅰ 形態機能学実習Ⅰ

形態機能学実習Ⅱ 形態機能学実習Ⅱ

有機化学 有機化学

保健医療福祉行政論Ⅱ 保健医療福祉行政論Ⅱ

小計(9科目) 小計(9科目)

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

形態機能学Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

病態診療学Ⅰ 病態診療学Ⅰ

病態診療学Ⅱ 病態診療学Ⅱ

小計(13科目) 小計(13科目)

生化学Ⅰ 生化学Ⅰ

生化学Ⅱ 生化学Ⅱ

生化学実験 生化学実験

病理学 病理学

微生物学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

1後 1 1 1後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

4前 2 1 4前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

－ 13 4 0 3 0 1 0 0 0 － 13 4 0 3 0 2 0 0 0

40 12 0 5 0 1 1 0 兼7 40 12 0 5 0 2 0 0 兼6

1前 1 　 2 1前 1 　 2

4通 1 　 1 4通 1 　 1

－ 2 0 0 3 0 0 0 0 0 － 2 0 0 3 0 0 0 0 0

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

－ 3 0 0 0 0 1 0 0 0 － 3 0 0 0 0 1 0 0 0

2前 2 　 1 2前 2 　 1

2後 2 　 1 2後 2 　 1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　 　 3後 1 　 1 　 　 　 　

3後 1 兼1 3後 1 兼1

3後 1 　 　 　 　 　 　 兼1 3後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 7 2 0 1 0 0 0 0 兼2 － 7 2 0 1 0 0 0 0 兼2

2前 2 　 1 2前 2 　 1

2後 2 　 兼1 2後 2 　 兼1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　 3後 1 　 1 　 　 　

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 兼1 3前 2 兼2

3後 2 　 　 　 　 　 　 兼1 3後 2 　 　 　 　 　 　 兼2

－ 7 5 0 0 2 0 0 0 兼2 － 7 5 0 0 2 0 0 0 兼3

2後 2 　 1 2後 2 　 1

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 2 　 1 3後 2 　 1

4前 2 　 1 　 　 　 4前 2 　 1 　 　 　

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

4前 1 　 　 1 　 　 　 4前 1 　 　 1 　 　 　

－ 11 0 0 1 1 0 0 0 0 － 11 0 0 1 1 0 0 0 0

3前 2 　 1 3前 2 　 1

3後 2 　 1 3後 2 　 1

3後 1 　 1 3後 1 　 1

4前 1 1 4前 1 1

4後 1 　 　 　 　 　 　 兼1 4後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 5 2 0 0 0 1 0 0 兼1 － 5 2 0 0 0 1 0 0 兼1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 1 1 1 　 　 2後 1 1 1 　 　

－ 5 0 0 1 0 1 0 0 0 － 5 0 0 1 0 1 0 0 0

3前 1 1 1 3前 1 1 1

4前 1 8 2 3 1 　 4前 1 8 2 3 　

－ 2 0 0 8 2 3 1 0 0 － 2 0 0 8 2 3 0 0 0

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

調理学実習Ⅱ 調理学実習Ⅱ

小計(11科目) 小計(11科目)

専門基礎科目　合計(33科目) 専門基礎科目　合計(33科目)

食品衛生学実験 食品衛生学実験

調理学 調理学

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅰ

食品科学実験Ⅰ

食品科学実験Ⅱ 食品科学実験Ⅱ

食品機能学 食品機能学

食品衛生学 食品衛生学

食
べ
物
と
健
康

食品科学Ⅰ

専
門
基
礎
科
目

食
べ
物
と
健
康

食品科学Ⅰ

食品科学Ⅱ 食品科学Ⅱ

食品科学Ⅲ 食品科学Ⅲ

食品科学実験Ⅰ

専
門
科
目

管
理
栄

養
士
論

管理栄養士論
管
理
栄

養
士
論

管理栄養士論

管理栄養士総合演習 管理栄養士総合演習

小計(2科目) 小計(2科目)

免疫と栄養 免疫と栄養

スポーツ栄養学 スポーツ栄養学

小計(6科目) 小計(6科目)

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ

応
用
栄
養
学

応用栄養学Ⅰ

応用栄養学Ⅱ 応用栄養学Ⅱ

応用栄養学Ⅲ 応用栄養学Ⅲ

応用栄養学実習 応用栄養学実習

基
礎
栄
養
学

基礎栄養学 基
礎
栄
養
学

基礎栄養学

基礎栄養学実験 基礎栄養学実験

小計(2科目) 小計(2科目)

小計(7科目) 小計(7科目)

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ

臨床栄養学Ⅱ 臨床栄養学Ⅱ

臨床栄養学Ⅲ 臨床栄養学Ⅲ

栄養カウンセリング演習 栄養カウンセリング演習

食生活論 食生活論

食育指導論 食育指導論

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ

栄養教育論Ⅲ 栄養教育論Ⅲ

栄養教育論実習 栄養教育論実習

専
門
科
目

公衆栄養学実習Ⅰ 公衆栄養学実習Ⅰ

地域栄養活動演習 地域栄養活動演習

国際栄養学 国際栄養学

臨床栄養学実習Ⅲ 臨床栄養学実習Ⅲ

小計(7科目) 小計(7科目)

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ 公衆栄養学Ⅱ

臨床栄養学Ⅳ 臨床栄養学Ⅳ

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

小計(3科目) 小計(3科目)

総
合
演
習

総合演習Ⅰ 総
合
演
習

総合演習Ⅰ

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

小計(2科目) 小計(2科目)

小計(5科目) 小計(5科目)

給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理論Ⅰ 給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理論Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ 給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理論実習Ⅰ 給食経営管理論実習Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3後 1 2 1 3後 1 2 1

4通 2 8 2 3 　 4通 2 8 2 3 　

－ 0 3 0 8 2 3 1 0 0 － 0 3 0 8 2 4 0 0 0

3前 1 1 1 3前 1 1 1

4通 1 1 1 4通 1 1 1

4通 1 1 4通 1 1

4通 2 1 1 4通 2 1 1

4通 2 1 1 4通 2 1 1

－ 3 4 0 2 1 2 0 0 0 － 3 4 0 2 1 2 0 0 0

45 6 0 8 2 3 1 0 兼5 45 6 0 8 2 3 0 0 兼6

101 44 0 8 2 3 1 0 兼30 101 45 0 10 2 4 0 0 兼28

1前 2 1 　 　 　 　 兼1

1後 1 1 　 　 　 　

1後 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 兼1

2後 1 兼1

2後 1 兼1

2後 2 兼1

※履修科目登録の上限(年間)：45単位 3前 2 1

3後 2 兼1

4通 1 1 1

4通 1 1 1

4後 2 1 1

－ 0 0 18 2 1 0 0 0 兼7

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

※履修科目登録の上限(年間)：45単位

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

給食経営管理論実習Ⅱ

臨
地
実
習

給食経営管理論実習Ⅱ

給食経営管理論実習Ⅲ 給食経営管理論実習Ⅲ

公衆栄養学実習Ⅱ 公衆栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅳ 臨床栄養学実習Ⅳ

臨床栄養学実習Ⅴ

専
門
科
目

統
合
科
目

英語文献講読演習 統
合
科
目

英語文献講読演習

卒業研究 卒業研究

小計(2科目) 小計(2科目)

臨
地
実
習

専
門
科
目

卒業要件及び履修方法

栄
養
教
諭
一
種
免
許
取
得
に
必
要
な
科
目

教職概論

４年以上在学し、以下の単位を修得すること 教育原理

科目区分 基礎 専門基礎 専門 小計

臨床栄養学実習Ⅴ

小計(5科目) 小計(5科目)

専門科目　合計(41科目) 専門科目　合計(41科目)

合計(99科目) 合計(100科目)

選択必修単位 － － １単位 １単位 道徳教育論

選択単位 11単位以上 ４単位以上 ７単位以上 22単位以上 教育方法論

教育制度論

必修単位 16単位 40単位 45単位 101単位 教育課程論

栄養教育実習

教職実践演習

合計(13科目)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

合計 124単位以上 生徒指導論

教育心理学

教育相談論

栄養教育実習事前・事後指導

小計 27単位以上 44単位以上 53単位以上 124単位以上 特別活動論

必修単位 16単位 40単位 45単位 101単位

選択単位 11単位以上 ４単位以上 ７単位以上 22単位以上

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

卒業要件及び履修方法

４年以上在学し、以下の単位を修得すること

科目区分 基礎 専門基礎 専門 小計

合計 124単位以上

選択必修単位 － － １単位 １単位

小計 27単位以上 44単位以上 53単位以上 124単位以上
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 兼2

1前 2 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 　 兼1

1後 1 　 兼1

1後 1 兼1

1前 1 1

1前 2 　 1

－ 7 2 0 1 0 1 0 0 兼4

1前 1 　 兼2

1後 1 　 　 兼2

2前 1 　

4後 　 1 　 　 　 　 　

1前 1 兼1

1後 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 4 2 0 0 0 0 0 0 兼5

1前 2 　 　 1 　 　 　 　

1前 1 　 　 　 　 　 　 　 兼1

1前 1 兼1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

1後 2 兼1

2前 1 兼1

2前 2 兼1

2前 2 兼1

4後 1 兼1

1後 2 兼1

2後 1 1

4後 1 兼1

－ 5 13 0 2 0 0 0 0 兼10

16 17 0 3 0 1 0 0 兼19

1前 1 1

1前 1 兼1

2前 1 兼1

2前 2 1

2後 2 兼1

2前 2 1

2後 1 1 兼1

3後 1 兼1

4前 2 兼2

－ 7 6 0 3 0 0 0 0 兼6

1前 2 兼1

1後 2 兼1

2前 1 兼1

2後 1 兼1

1前 2 1

2前 2 兼1

1後 2 1

1後 1 1

1後 2 1

2前 2 1

2前 1 1 1

2後 2 1

3前 2 1

－ 20 2 0 3 0 1 0 0 兼2

学
習
と
思
考
力

学びの理解

論理的思考

情報処理

統計分析法

情報リテラシー

生物学

基礎化学

小計(7科目)

保健医療福祉行政論Ⅱ

小計(9科目)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
礎
教
育
科
目

国際社会論

法と人権

教育学

文学と人間

小計(13科目)

基礎教育科目　合計(26科目)

人
間
と
社
会

生涯発達論

人間関係論

生命倫理

医療概論

健康管理概論

公衆衛生学

公衆衛生学実習

保健医療福祉行政論Ⅰ

生態学

スポーツ科学と運動

スポーツ理論

地域社会文化論

社会貢献と活動

生活環境論

現代社会論

言
語
と
表
現
力

英語Ⅰ(基礎)

英語Ⅱ(会話)

英語Ⅲ(読解)

英語Ⅳ(総合)

表現技法Ⅰ(読解・分析)

表現技法Ⅱ(討議・発表)

小計(6科目)

心理学

倫理学

小計(13科目)

微生物学実験

生化学Ⅰ

生化学Ⅱ

生化学実験

病態診療学Ⅰ

病態診療学Ⅱ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

形態機能学実習Ⅰ

形態機能学実習Ⅱ

有機化学

病理学

微生物学

専
門
基
礎
科
目

社
会
・
環
境
と
健
康
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1

1後 2 1

2後 2 1 1

1後 1 1

3前 1 1

4前 2 1

2前 2 1

2前 1 1

1前 2 1

1前 1 1

1後 1 1

－ 13 4 0 3 0 2 0 0 0

40 12 0 5 0 2 0 0 兼8

1前 1 　 2

4通 1 　 1

－ 2 0 0 3 0 0 0 0 0

1後 2 1

2前 1 1

－ 3 0 0 0 0 1 0 0 0

2前 2 　 1

2後 2 　 1

3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　 　

3後 1 兼1

3後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 7 2 0 1 0 0 0 0 兼2

2前 2 　 1

2後 2 　 兼1

3前 2 　 1

3後 1 　 1 　 　 　

3前 1 1

3前 2 兼2

3後 2 　 　 　 　 　 　 兼2

－ 7 5 0 0 2 0 0 0 兼3

2後 2 　 1

3前 2 　 1

3後 2 　 1

4前 2 　 1 　 　 　

3前 1 1

3後 1 1

4前 1 　 　 1 　 　 　

－ 11 0 0 1 1 0 0 0 0

3前 2 　 1

3後 2 　 1

3後 1 　 1

4前 1 1

4後 1 　 　 　 　 　 　 兼1

－ 5 2 0 0 0 1 0 0 兼1

1後 2 1

2前 2 1 1

2後 1 1 1 　 　

－ 5 0 0 1 0 1 0 0 0

3前 1 1 1

4前 1 8 2 3 　

－ 2 0 0 8 2 3 0 0 0

兼
任
・
兼
担

専
門
基
礎
科
目

食
べ
物
と
健
康

食品科学Ⅰ

食品科学Ⅱ

食品科学Ⅲ

食品科学実験Ⅰ

食品科学実験Ⅱ

食品機能学

食品衛生学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

免疫と栄養

スポーツ栄養学

管
理
栄

養
士
論

管理栄養士論

管理栄養士総合演習

小計(2科目)

基
礎
栄
養
学

基礎栄養学

基礎栄養学実験

小計(2科目)

応
用
栄
養
学

食品衛生学実験

調理学

調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ

小計(11科目)

専門基礎科目　合計(33科目)

専
門
科
目

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ

公衆栄養学実習Ⅰ

地域栄養活動演習

国際栄養学

小計(5科目)

臨
床
栄
養
学

臨床栄養学Ⅰ

臨床栄養学Ⅱ

臨床栄養学Ⅲ

臨床栄養学Ⅳ

臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅲ

小計(7科目)

小計(6科目)

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

栄養教育論Ⅱ

栄養教育論Ⅲ

栄養教育論実習

栄養カウンセリング演習

食生活論

食育指導論

小計(7科目)

応用栄養学Ⅰ

応用栄養学Ⅱ

応用栄養学Ⅲ

応用栄養学実習

給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理論Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理論実習Ⅰ

小計(3科目)

総
合
演
習

総合演習Ⅰ

総合演習Ⅱ

小計(2科目)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3後 1 2 1

4通 2 8 2 3 　

－ 0 3 0 8 2 4 0 0 0

3前 1 1 1

4通 1 1 1

4通 1 1

4通 2 1 1

4通 2 1 1

－ 3 4 0 2 1 2 0 0 0

45 6 0 8 2 3 0 0 兼6

101 45 0 10 2 4 0 0 兼31

1前 2 1 　 　 　 　 兼1

1後 1 1 　 　 　 　

1後 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 兼1

2後 1 兼1

2後 1 兼1

3後 1 1 兼1

3前 2 1

3後 2 兼1

4通 1 1 1

4通 1 1 1

4後 2 1 1

－ 0 0 18 2 1 0 0 0 兼8

※履修科目登録の上限(年間)：45単位

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

専
門
科
目

統
合
科
目

英語文献講読演習

卒業研究

小計(2科目)

臨
地
実
習

給食経営管理論実習Ⅱ

給食経営管理論実習Ⅲ

公衆栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅳ

臨床栄養学実習Ⅴ

栄養教育実習

教職実践演習

合計(14科目)

卒業要件及び履修方法

４年以上在学し、以下の単位を修得すること

科目区分 基礎 専門基礎 専門 小計

特別活動・総合的学習指導論

生徒指導論

特別支援教育概論

教育心理学

教育相談論

栄養教育実習事前・事後指導

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

栄
養
教
諭
一
種
免
許
取
得
に
必
要
な
科
目

教職概論

教育原理

教育制度論

教育課程論

教育方法論

道徳教育論

小計(5科目)

専門科目　合計(41科目)

合計(100科目)

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

合計 124単位以上

選択必修単位 － － １単位 １単位

小計 27単位以上 44単位以上 53単位以上 124単位以上

必修単位 16単位 40単位 45単位 101単位

選択単位 11単位以上 ４単位以上 ７単位以上 22単位以上
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【平成２９年度】

　　　　

【平成３０年度】

　　　　 　　　　

【令和元年度】

【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

①基礎教育科目「学びの理解」　兼担新川教授退職のため、担当コマ数を兼担稲葉教授へ変更
②基礎教育科目「現代社会論」　兼担新川教授退職のため、兼任田島講師に変更
③基礎教育科目「国際社会論」　兼担新川教授退職のため、兼任田島講師に変更
④基礎教育科目「教育学」担当者を兼任小島講師から兼任所講師に変更

①基礎教育科目「心理学」、専門基礎科目「生涯発達論」の担当を兼任小島講師から専任小島康次教授に変更
②基礎教育科目「教育学」の担当を兼任所講師から専任所伸一教授に変更
③専門基礎科目「医療概論」、「病態診療学Ⅰ」、「病態診療学Ⅱ」、専門科目「総合演習Ⅱ」、「卒業研究」担当の専任寺井悟教授が
　■■により就任を辞退したため、専任千葉仁志教授に変更
④専門基礎科目「生化学実験」、専門科目「英語文献講読演習」担当の専任米代武司助教が■■■■■■により就任を辞退したため、
　専任津久井隆行講師に変更
⑤基礎教育科目「生物学」の担当を兼任阿部講師から専任津久井隆行講師に変更
⑥基礎教育科目「基礎化学」、専門教育科目「有機化学」の担当を専任森山隆則教授から専任津久井隆行講師に変更
⑦基礎教育科目「情報リテラシー」を教職関係の科目として追加し、担当を兼担末光教授とした。
⑧基礎教育科目「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」の担当を学園内の専門学校に適任者が着任したため、兼任平井講師から兼任中
　川講師に変更
⑨基礎教育科目「法と人権」の担当を本務校の勤務の関係から兼任李講師から兼任神元講師に変更
⑩専門科目「食生活論」「食育指導論」の担当を教職課程の認可の関係から兼任山際講師から、兼任山際講師、兼任菅原講師のオムニバ
　スに変更
⑪栄養教諭一種免許状取得に必要な科目を追加した。（平成２９年１２月課程認定）
　ア「教職概論」の担当は専任所伸一教授と兼任前田講師のオムニバス
　イ「教育原理」「栄養教育実習事前・事後指導」「栄養教育実習」「教職実践演習」の担当は専任所伸一教授
　ウ「教育心理学」の担当は専任小島康次教授
　エ「教育制度論」の担当は兼任篠原講師
　オ「教育課程論」の担当は兼任若菜講師
　カ「教育方法論」の担当は兼任倉賀野講師
　キ「道徳教育論」の担当は兼任塚本講師
　ク「特別活動論」「生徒指導論」の担当は兼任桑原講師
　ケ「教育相談論」の担当は兼任川俣講師とした。

114

自由 計

67 32 0 99 67 33

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択

[    0    ] [    1    ] [   14   ] [   15   ]

14

①基礎教育科目「生活環境論」の科目担当者を兼任佐々木講師から兼任江本講師に変更
②基礎教育科目「現代社会論」の科目担当者を兼任田島講師から兼任清水講師に変更
③基礎教育科目「国際社会論」の科目担当者を兼任田島講師から兼任清水講師に変更
④専門基礎科目「保健医療福祉行政論Ⅱ」の科目担当者の負担を軽減するために兼担安藤講師と兼担小川講師を追加
⑤専門科目「国際栄養学」をオムニバスに変更し、科目担当者を兼任奥村講師から、兼任山部講師、兼任岡部講師に変更
⑥教職課程科目「教育制度論」の科目担当者を兼任篠原講師から兼任高嶋講師に変更

①基礎教育科目「英語Ⅰ(基礎)」の担当者を履修人数の関係から兼任大西講師を追加
②基礎教育科目「英語Ⅱ(会話)」の担当者を履修人数の関係から兼任Kevin Scott講師を追加
③専門基礎科目「公衆衛生学実習」の科目の充実を図る関係から兼任濱岡講師を追加
④教職課程科目「特別支援教育概論」について教育職員免許法・同施行規則の一部改正の関係から追加、担当は専任小島教授及び兼任今
　野講師
⑤教職課程科目「特別活動・総合的学習指導論」について教育職員免許法・同施行規則の一部改正の関係から追加、担当は兼任桑原講師
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　　ください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　　ください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

99

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝
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備考

予定よりも多くの図書
を購入したため（30）

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

3,809.89㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

706.10㎡

21,600.00㎡

0㎡ 0㎡

(７) 体　　育　　館

開設前年度 完成年度

37,870冊

32,049.00㎡

0㎡ 3,809.89㎡

11室

実験実習室

20室

完成年度

108席

（　　11〔　11〕） （　　　80）
（1,605）
（1,569）
（1,549）

収 納 可 能 冊 数

80 1,629 15

（1,605）
（1,569）
（1,549）

（　　　15）（　　　80）

点

　

図
書
・
設
備

(５)

計

65〔　25〕　　

種

保健医療学部
栄養学科

9,000〔350〕
　　　7,477〔000〕

講　義　室

10室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

21,600.00㎡ 0㎡

9,000〔350〕
7，477〔000〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

19〔　19〕　 80 1,629 15

19〔　11〕　

（　58〔　19〕）
（　53〔　17〕）
（　47　　　　）

0㎡

32,049.00㎡

区　　分

閲 覧 座 席 数

（9,777〔331〕）
（9,504〔316〕）
（6,677〔270〕）

（　58〔　19〕）
（　53〔　17〕）
（　47　　　　）

（　　19〔　11〕）

点

611.92㎡ 該当なし

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

面　　　　　積

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 4,000千円 4,000千円 2,000千円

第６年次

208,467千円 2,000千円

3,000千円 3,000千円

開設年度

29,786千円

1,050千円 千円

467千円

設備購入費

図書購入費

1,050千円

467千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,350千円 1,050千円

第４年次 第５年次

（8,777〔331〕）
（8,504〔316〕）
（8,677〔270〕）

35,858.89㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

0室

情報処理学習施設

3室

（補助職員　0人）

（　　　15）

0㎡

電子ジャーナル
視聴覚資料

面　　　　　積

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 14,250.70㎡

（11,110.32㎡）

35,858.89㎡ 0㎡

計

14,250.70㎡ 0㎡

（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

学生駐車場1,652.89㎡
(借用期間：平成24年
12月１日～令和14年12
月31日)

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 10,499.00㎡10,449.00㎡

（11,110.32㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

運動場用地は校舎敷地
とは別地（距離1㎞・
徒歩10分）

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

保健医療学部　栄養学科 室

冊

65〔　25〕　

20

千円
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

保健医療学部

　看護学科 4 100 - 400 学士
（看護学）

1.10 - 平成25 北海道札幌市東区

　栄養学科 4 80 - 320 学士
（栄養学）

0.39 - 平成29 同上

大学全体 4 180 - 720 - － - -

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

収容
定員

平均入学
定員

超過率

　札幌保健医療大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

学位又
は称号

開設
年度

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員
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【認可時又は届出時】 【平成２９年度】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】

兼任 講師

濱岡　直裕
(52)

＜平成31年４月＞
博士（水産科学）

兼任 講師

濱岡　直裕
(53)

＜平成31年４月＞
博士（水産科学）

公衆衛生学実習 公衆衛生学実習

専 教授

千葉　昌樹
(62)

＜平成29年４月＞
家政学士

専 教授

千葉　昌樹
(63)

＜平成29年４月＞
家政学士

応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ
応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ
応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ
応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ
応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

応用栄養学Ⅰ
応用栄養学Ⅱ
応用栄養学Ⅲ
応用栄養学実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

千葉　昌樹
(60)

＜平成29年４月＞
家政学士

専 教授

千葉　昌樹
(60)

＜平成29年４月＞
家政学士

専 教授

千葉　昌樹
(61)

＜平成29年４月＞
家政学士

専 教授

髙島　郁夫
(71)

＜平成29年４月＞
Ｐｈ.Ｄ.

専 教授

髙島　郁夫
(72)

＜平成29年４月＞
Ｐｈ.Ｄ.

公衆衛生学
公衆衛生学実習
微生物学
微生物学実験
食品衛生学
食品衛生学実験
総合演習Ⅱ
卒業研究

公衆衛生学
公衆衛生学実習
微生物学
微生物学実験
食品衛生学
食品衛生学実験
総合演習Ⅱ
卒業研究

公衆衛生学
公衆衛生学実習
微生物学
微生物学実験
食品衛生学
食品衛生学実験
総合演習Ⅱ
卒業研究

公衆衛生学
公衆衛生学実習
微生物学
微生物学実験
食品衛生学
食品衛生学実験
総合演習Ⅱ
卒業研究

公衆衛生学
公衆衛生学実習
微生物学
微生物学実験
食品衛生学
食品衛生学実験
総合演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

髙島　郁夫
(69)

＜平成29年４月＞
Ｐｈ.Ｄ.

専 教授

髙島　郁夫
(69)

＜平成29年４月＞
Ｐｈ.Ｄ.

専 教授

髙島　郁夫
(70)

＜平成29年４月＞
Ｐｈ.Ｄ.

専 教授

髙橋　正子
(71)

＜平成29年４月＞
修士（食物栄養学）

専 教授

髙橋　正子
(72)

＜平成29年４月＞
修士（食物栄養学）

管理栄養士論※
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ※
給食経営管理論実習Ⅰ
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
卒業研究
給食経営管理論実習Ⅱ
給食経営管理論実習Ⅲ

管理栄養士論※
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ※
給食経営管理論実習Ⅰ
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
卒業研究
給食経営管理論実習Ⅱ
給食経営管理論実習Ⅲ

管理栄養士論※
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ※
給食経営管理論実習Ⅰ
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
卒業研究
給食経営管理論実習Ⅱ
給食経営管理論実習Ⅲ

管理栄養士論※
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ※
給食経営管理論実習Ⅰ
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
卒業研究
給食経営管理論実習Ⅱ
給食経営管理論実習Ⅲ

管理栄養士論※
給食経営管理論Ⅰ
給食経営管理論Ⅱ※
給食経営管理論実習Ⅰ
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
卒業研究
給食経営管理論実習Ⅱ
給食経営管理論実習Ⅲ

専 教授

髙橋　正子
(69)

＜平成29年４月＞
修士（食物栄養学）

専 教授

髙橋　正子
(69)

＜平成29年４月＞
修士（食物栄養学）

専 教授

髙橋　正子
(70)

＜平成29年４月＞
修士（食物栄養学）

専 教授

久保　ちづる
(68)

＜平成29年４月＞
修士（地域社会学）

専 教授

久保　ちづる
(69)

＜平成29年４月＞
修士（地域社会学）

学びの理解※
管理栄養士論※
臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ
臨床栄養学実習Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

学びの理解※
管理栄養士論※
臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ
臨床栄養学実習Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

学びの理解※
管理栄養士論※
臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ
臨床栄養学実習Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

学びの理解※
管理栄養士論※
臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ
臨床栄養学実習Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

学びの理解※
管理栄養士論※
臨床栄養学Ⅰ
臨床栄養学Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅰ
臨床栄養学実習Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

専 教授

久保　ちづる
(66)

＜平成29年４月＞
修士（地域社会学）

専 教授

久保　ちづる
(66)

＜平成29年４月＞
修士（地域社会学）

専 教授

久保　ちづる
(67)

＜平成29年４月＞
修士（地域社会学）

専 教授 専 教授

坂本　　恵
(56)

＜平成29年４月＞
博士（栄養学）

調理学
調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
管理栄養士総合演習
総合演習Ⅱ
卒業研究

坂本　　恵
(56)

＜平成29年４月＞
博士（栄養学）

調理学
調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
管理栄養士総合演習
総合演習Ⅱ
卒業研究

坂本　　恵
(57)

＜平成29年４月＞
博士（栄養学）

調理学
調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
管理栄養士総合演習
総合演習Ⅱ
卒業研究

坂本　　恵
(58)

＜平成29年４月＞
博士（栄養学）

調理学
調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
管理栄養士総合演習
総合演習Ⅱ
卒業研究

坂本　　恵
(59)

＜平成29年４月＞
博士（栄養学）

調理学
調理学実習Ⅰ
調理学実習Ⅱ
管理栄養士総合演習
総合演習Ⅱ
卒業研究

専 教授 専 教授 専 教授

専 教授

千葉　仁志
（64）

＜平成30年４月＞
医学博士

専 教授 専 教授

荒川　義人
(64)

＜平成29年４月＞
農学博士

食品科学Ⅰ
食品科学Ⅱ
食品科学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

荒川　義人
(64)

＜平成29年４月＞
農学博士

食品科学Ⅰ
食品科学Ⅱ
食品科学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

荒川　義人
(65)

＜平成29年４月＞
農学博士

食品科学Ⅰ
食品科学Ⅱ
食品科学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

荒川　義人
(66)

＜平成29年４月＞
農学博士

食品科学Ⅰ
食品科学Ⅱ
食品科学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

荒川　義人
(67)

＜平成29年４月＞
農学博士

食品科学Ⅰ
食品科学Ⅱ
食品科学Ⅲ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

専 教授 専 教授

専 教授

専 教授

医療概論
病態診療学Ⅰ
病態診療学Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究

医療概論
病態診療学Ⅰ
病態診療学Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究

専 教授

千葉　仁志
（65）

＜平成30年４月＞
医学博士

専 教授

千葉　仁志
（66）

＜平成30年４月＞
医学博士

医療概論
病態診療学Ⅰ
病態診療学Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究

医療概論
病態診療学Ⅰ
病態診療学Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究

医療概論
病態診療学Ⅰ
病態診療学Ⅱ
総合演習Ⅱ
卒業研究

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

専

寺井　　格
(67)

＜平成29年４月＞
医学博士

専 教授

寺井　　格
(67)

＜平成29年４月＞
医学博士

専 教授

森山　隆則
（70）

＜平成29年４月＞
医学博士

基礎化学
有機化学
生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

基礎化学
有機化学
生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

生化学Ⅰ
生化学Ⅱ
生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習
卒業研究

専 教授

森山　隆則
（68）

＜平成29年４月＞
医学博士

専 教授

森山　隆則
（69）

＜平成29年４月＞
医学博士

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

教授

森山　隆則
（67）

＜平成29年４月＞
医学博士

専
教授

森山　隆則
（67）

＜平成29年４月＞
医学博士

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜保健医療学部　栄養学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼任　
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

田島　忠篤
（64）

＜平成29年４月＞
Ph.D.（宗教人類･社会学）

現代社会論
国際社会論

現代社会論
国際社会論

現代社会論
国際社会論

兼任 講師

田島　忠篤
（62）

＜平成29年４月＞
Ph.D.（宗教人類･社会学）

兼任 講師

田島　忠篤
（63）

＜平成29年４月＞
Ph.D.（宗教人類･社会学）

兼担 教授

稲葉　佳江
(68)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

兼担 教授

稲葉　佳江
(69)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

学びの理解※ 学びの理解※ 学びの理解※ 学びの理解※

兼担
教授
(学
長)

稲葉　佳江
(66)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

兼担
教授
(学
長)

稲葉　佳江
(67)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

学びの理解※
現代社会論
国際社会論

兼担 教授

新川　加奈子
(59)

＜平成29年４月＞
医学博士

兼任 講師

大西　三佳子
(70)

＜平成31年４月＞
Ｍ.Ａ.（応用言語学）

英語Ⅰ(基礎) 英語Ⅰ(基礎)

専 講師

津久井　隆行
(35)

＜平成30年４月＞
博士（水産科学）

専 講師

津久井　隆行
(36)

＜平成30年４月＞
博士（水産科学）

教授
(学
長)

稲葉　佳江
(67)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

兼担 教授

稲葉　佳江
(68)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

兼担 教授

稲葉　佳江
(69)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

学びの理解※ 学びの理解※ 学びの理解※

兼任 講師

大西　三佳子
(69)

＜平成31年４月＞
Ｍ.Ａ.(応用言語学）

生物学
基礎化学
有機化学
生化学実験
食品科学Ⅲ
英語文献購読演習

生物学
基礎化学
有機化学
生化学実験
食品科学Ⅲ
英語文献購読演習

生物学
基礎化学
有機化学
生化学実験
食品科学Ⅲ
英語文献購読演習

専 講師

津久井　隆行
(34)

＜平成30年４月＞
博士（水産科学）

生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習

生化学実験
総合演習Ⅱ
英語文献購読演習

専 講師

米代　武司
(32)

＜平成29年４月＞
博士（医学）

専 講師

米代　武司
(32)

＜平成29年４月＞
博士（医学）

専 講師

槌本　浩司
(53)

＜平成31年４月＞
修士（栄養学）

専 講師

槌本　浩司
(54)

＜平成31年４月＞
修士（栄養学）

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ
地域栄養活動演習
総合演習Ⅱ
卒業研究
公衆栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ
地域栄養活動演習
総合演習Ⅱ
卒業研究
公衆栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ
地域栄養活動演習
総合演習Ⅱ
卒業研究
公衆栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ
地域栄養活動演習
総合演習Ⅱ
卒業研究
公衆栄養学実習Ⅱ

公衆栄養学Ⅰ
公衆栄養学Ⅱ
公衆栄養学実習Ⅰ
地域栄養活動演習
総合演習Ⅱ
卒業研究
公衆栄養学実習Ⅱ

専 講師

槌本　浩司
(51)

＜平成31年４月＞
修士（栄養学）

専 講師

槌本　浩司
(51)

＜平成31年４月＞
修士（栄養学）

専 講師

槌本　浩司
(52)

＜平成31年４月＞
修士（栄養学）

専 講師

田尻　典子
(38)

＜平成29年４月＞
博士（農学）

専 講師

田尻　典子
(39)

＜平成29年４月＞
博士（農学）

基礎栄養学
基礎栄養学実験
食品機能学
総合演習Ⅱ
卒業研究

基礎栄養学
基礎栄養学実験
食品機能学
総合演習Ⅱ
卒業研究

基礎栄養学
基礎栄養学実験
食品機能学
総合演習Ⅱ
卒業研究

基礎栄養学
基礎栄養学実験
食品機能学
総合演習Ⅱ
卒業研究

基礎栄養学
基礎栄養学実験
食品機能学
総合演習Ⅱ
卒業研究

専 講師

田尻　典子
(36)

＜平成29年４月＞
博士（農学）

専 講師

田尻　典子
(36)

＜平成29年４月＞
博士（農学）

専 講師

田尻　典子
(37)

＜平成29年４月＞
博士（農学）

専
准教
授

専
准教
授

石川　いづみ
(48)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅲ
栄養教育論実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

百々瀬　いづみ
(48)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅲ
栄養教育論実習
総合演習Ⅱ
卒業研究

百々瀬　いづみ
(49)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅲ
栄養教育論実習
総合演習Ⅱ
卒業研究
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

百々瀬　いづみ
(50)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅲ
栄養教育論実習
総合演習Ⅱ
卒業研究
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

百々瀬　いづみ
(51)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅲ
栄養教育論実習
総合演習Ⅱ
卒業研究
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

専
准教
授

岡本　智子
(61)

＜平成31年４月＞
修士（障害科学）

専
准教
授

岡本　智子
(62)

＜平成31年４月＞
修士（障害科学）

栄養カウンセリング演習
臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

栄養カウンセリング演習
臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

栄養カウンセリング演習
臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

栄養カウンセリング演習
臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

栄養カウンセリング演習
臨床栄養学Ⅲ
臨床栄養学Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅲ
総合演習Ⅱ
卒業研究
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

専
准教
授

岡本　智子
(59)

＜平成31年４月＞
修士（障害科学）

専
准教
授

岡本　智子
(59)

＜平成31年４月＞
修士（障害科学）

専
准教
授

岡本　智子
(60)

＜平成31年４月＞
修士（障害科学）

専 教授

所　伸一
(70)

＜平成30年４月＞
教育学博士

専 教授

所　伸一
(71)

＜平成30年４月＞
教育学博士

教育学

教育学
教職概論
教育原理
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

教育学
教職概論
教育原理
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

教育学
教職概論
教育原理
栄養教育実習事前・事後指導
栄養教育実習
教職実践演習

兼任 講師

所　伸一
(68)

＜平成29年４月＞
教育学博士

専 教授

所　伸一
(69)

＜平成30年４月＞
教育学博士

兼担
教授
(学
長)

稲葉　佳江
(66)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

学びの理解※

兼担
教授
(学
長)

稲葉　佳江
(66)

＜平成29年４月＞
修士（法学）

学びの理解※

兼担
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

清水　香基
（30）

＜令和２年４月＞
修士（総合文化政策学）

現代社会論
国際社会論

兼任 講師

David Flenner
(46)

＜平成29年４月＞
M.A.

兼任 講師

David Flenner
(47)

＜平成29年４月＞
M.A.

英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話) 英語Ⅱ(会話)

兼任 講師

David Flenner
(44)

＜平成29年４月＞
M.A.

兼任 講師

David Flenner
(44)

＜平成29年４月＞
M.A.

兼任 講師

David Flenner
(45)

＜平成29年４月＞
M.A.

生物学 生物学

兼任 講師

阿部　真知子
(57)

＜平成29年４月＞
理学士 兼任 講師

阿部　真知子
(57)

＜平成29年４月＞
理学士

兼任 講師

高木　　維
(38)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

高木　　維
(39)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

兼任 講師

高木　　維
(36)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

高木　　維
(36)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

高木　　維
(37)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔　　昌鳳
(50)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔　　昌鳳
(51)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

論理的思考 論理的思考 論理的思考 論理的思考 論理的思考

兼任 講師

崔　　昌鳳
(48)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔　　昌鳳
(48)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

崔　　昌鳳
(49)

＜平成29年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

村上　友一
(49)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

村上　友一
(50)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

倫理学 倫理学 倫理学 倫理学 倫理学

兼任 講師

村上　友一
(47)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

村上　友一
(47)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

村上　友一
(48)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

専 教授

小島　康次
(69)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

専 教授

小島　康次
(70)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

心理学
生涯発達論
教育学

心理学
生涯発達論

心理学
生涯発達論
教育心理学

心理学
生涯発達論
教育心理学
特別支援教育概論※

心理学
生涯発達論
教育心理学
特別支援教育概論※

兼任 講師

小島　康次
(67)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

小島　康次
(67)

＜平成29年４月＞
修士（教育学）

専 教授

小島　康次
(68)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

表現技法Ⅰ(読解・分析)
表現技法Ⅱ(討議・発表)

兼任 講師

安永　立子
(52)

＜平成29年４月＞
文学修士

兼任 講師

安永　立子
(52)

＜平成29年４月＞
文学修士

兼任 講師

立澤　史郎
(59)

＜平成31年４月＞
博士（理学）

兼任 講師

立澤　史郎
(60)

＜平成31年４月＞
博士（理学）

生態学 生態学

生態学 生態学 生態学

兼任 講師

山内　太郎
(48)

＜平成29年４月＞
博士（保健学）

兼任 講師

山内　太郎
(48)

＜平成29年４月＞
博士（保健学）

兼任 講師

山内　太郎
(49)

＜平成29年４月＞
博士（保健学）

学びの理解※

兼任 講師

山田　邦雅
(43)

＜平成29年４月＞
博士（理学）

兼担 教授

近藤　明代
(59)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

兼担 教授

近藤　明代
(60)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

保健医療福祉行政論Ⅱ※ 保健医療福祉行政論Ⅱ※ 保健医療福祉行政論Ⅱ※ 保健医療福祉行政論Ⅱ※ 保健医療福祉行政論Ⅱ※

兼担 教授

近藤　明代
(57)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

兼担 教授

近藤　明代
(57)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

兼担 教授

近藤　明代
(58)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

兼担
教授
(学
長)

小林　清一
(70)

＜平成30年４月＞
医学博士

兼担
教授
(学
長)

小林　清一
(71)

＜平成30年４月＞
医学博士

病理学
健康管理概論
免疫と栄養

病理学
健康管理概論
免疫と栄養

病理学
健康管理概論
免疫と栄養

病理学
健康管理概論
免疫と栄養

病理学
健康管理概論
免疫と栄養

兼担 教授

小林　清一
(68)

＜平成30年４月＞
医学博士

兼担 教授

小林　清一
(68)

＜平成30年４月＞
医学博士

兼担 教授

小林　清一
(69)

＜平成30年４月＞
医学博士

兼担 教授

末光　厚夫
(43)

＜平成29年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

末光　厚夫
(44)

＜平成29年４月＞
博士（工学）

情報処理
統計分析法

情報処理
統計分析法

情報処理
統計分析法
情報リテラシー

情報処理
統計分析法
情報リテラシー

情報処理
統計分析法
情報リテラシー

兼担
准教
授

末光　厚夫
(41)

＜平成29年４月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

末光　厚夫
(41)

＜平成29年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

末光　厚夫
(42)

＜平成29年４月＞
博士（工学）

兼任 講師

飯田　直弘
(39)

＜平成29年４月＞
博士（教育学）

兼任 講師

飯田　直弘
(40)

＜平成29年４月＞
博士（教育学）

兼任 講師

飯田　直弘
(41)

＜平成29年４月＞
博士（教育学）

学びの理解※ 学びの理解※ 学びの理解※

兼任 講師

飯田　直弘
(38)

＜平成29年４月＞
博士（教育学）

学びの理解※

20



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

八島　絵美
(55)

＜平成30年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

八島　絵美
(56)

＜平成30年４月＞
修士（食物栄養学）

栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ 栄養教育論Ⅱ

兼任 講師

八島　絵美
(53)

＜平成30年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

八島　絵美
(53)

＜平成30年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

八島　絵美
(54)

＜平成30年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

神元　隆賢
(48)

＜平成29年４月＞
博士（法学）

兼任 講師

神元　隆賢
(49)

＜平成29年４月＞
博士（法学）

法と人権 法と人権 法と人権 法と人権

兼任 講師

神元　隆賢
(46)

＜平成29年４月＞
博士（法学）

兼任 講師

神元　隆賢
(47)

＜平成29年４月＞
博士（法学）

法と人権

兼任 講師

李　　妍淑
(43)

＜平成29年４月＞
博士（法学）

兼任 講師

森口　眞衣
(45)

＜平成31年４月＞
博士(文学）

兼任 講師

森口　眞衣
(46)

＜平成31年４月＞
博士(文学）

生命倫理 生命倫理

生命倫理 生命倫理 生命倫理

兼任 講師

蔵田　伸雄
(53)

＜平成30年４月＞
文学修士

兼任 講師

蔵田　伸雄
(53)

＜平成30年４月＞
文学修士

兼任 講師

蔵田　伸雄
(54)

＜平成30年４月＞
文学修士

兼任 講師

佐々木　胤則
(66)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

生活環境論 生活環境論 生活環境論 生活環境論

兼任 講師

佐々木　胤則
(64)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

佐々木　胤則
(64)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

佐々木　胤則
(65)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

神内　秀之介
(47)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

神内　秀之介
(48)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

社会貢献と活動 社会貢献と活動 社会貢献と活動 社会貢献と活動 社会貢献と活動

兼任 講師

神内　秀之介
(45)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

神内　秀之介
(45)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

神内　秀之介
(46)

＜平成30年４月＞
公共政策学修士

兼任 講師

吉野　淳一
(61)

＜平成29年４月＞
博士（社会福祉学）

兼任 講師

吉野　淳一
(62)

＜平成29年４月＞
博士（社会福祉学）

人間関係論 人間関係論 人間関係論 人間関係論 人間関係論

兼任 講師

吉野　淳一
(59)

＜平成29年４月＞
博士（社会福祉学）

兼任 講師

吉野　淳一
(59)

＜平成29年４月＞
博士（社会福祉学）

兼任 講師

吉野　淳一
(60)

＜平成29年４月＞
博士（社会福祉学）

兼任 講師

澤井　　玄
(54)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

澤井　　玄
(55)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

地域社会文化論 地域社会文化論 地域社会文化論 地域社会文化論 地域社会文化論

兼任 講師

澤井　　玄
(52)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

澤井　　玄
(52)

＜平成29年４月＞
手指（文学）

兼任 講師

澤井　　玄
(53)

＜平成29年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

平間　康允
(35)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

平間　康允
(36)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

スポーツ理論 スポーツ理論

兼任 講師

岡野　なお子
(41)

＜平成31年４月＞
学士（体育学）

兼任 講師

岡野　なお子
(42)

＜平成31年４月＞
学士（体育学）

スポーツ科学と運動 スポーツ科学と運動

兼任 講師

斉藤　昌之
(75)

＜平成29年４月＞
医学博士

兼任 講師

斉藤　昌之
(76)

＜平成29年４月＞
医学博士

形態機能学Ⅰ
形態機能学Ⅱ
形態機能学実習Ⅰ
形態機能学実習Ⅱ

形態機能学Ⅰ
形態機能学Ⅱ
形態機能学実習Ⅰ
形態機能学実習Ⅱ

形態機能学Ⅰ
形態機能学Ⅱ
形態機能学実習Ⅰ
形態機能学実習Ⅱ

形態機能学Ⅰ
形態機能学Ⅱ
形態機能学実習Ⅰ
形態機能学実習Ⅱ

形態機能学Ⅰ
形態機能学Ⅱ
形態機能学実習Ⅰ
形態機能学実習Ⅱ

兼任 講師

斉藤　昌之
(74)

＜平成29年４月＞
医学博士

兼任 講師

斉藤　昌之
(74)

＜平成29年４月＞
医学博士

兼任 講師

斉藤　昌之
(75)

＜平成29年４月＞
医学博士

スポーツ科学と運動
スポーツ理論

兼任 講師

中川　尚之
(61)

＜平成30年４月＞
体育学士

スポーツ科学と運動
スポーツ理論

スポーツ科学と運動
スポーツ理論

兼任 講師

平井　敏幸
(54)

＜平成29年４月＞
体育学修士

兼任 講師

平井　敏幸
(54)

＜平成29年４月＞
体育学修士

兼任 講師

江本　　匡
(59)

＜令和2年４月＞
博士（環境科学）

生活環境論
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専任・
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担当授業科目名

兼任　

兼任 講師

岡部　哲子
(52)

＜令和２年４月＞
博士（経済学）

国際栄養学※

兼任 講師

山部　秀子
(65)

＜令和２年４月＞
博士（保健学）

国際栄養学※

兼担 講師

小川　克子
(50)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

保健医療福祉行政論Ⅱ※

兼担 講師

安藤　陽子
(51)

＜令和２年４月＞
修士（看護学）

保健医療福祉行政論Ⅱ※

兼任 講師

篠原　岳司
(41)

＜平成30年４月＞
博士（教育学）

教育制度論 教育制度論

兼任 講師

篠原　岳司
(40)

＜平成30年４月＞
博士（教育学）

兼任 講師

桑原　清
(68)

＜平成30年４月＞
教育学博士

兼任 講師

桑原　清
(69)

＜平成30年４月＞
教育学博士

特別活動論
生徒指導論

特別活動・総合的学習指導論
特別活動論
生徒指導論

特別活動・総合的学習指導論
特別活動論
生徒指導論

兼任 講師

桑原　清
(67)

＜平成30年４月＞
教育学博士

兼任 講師

片倉　洋子
(73)

＜平成31年４月＞
博士（医学）

兼任 講師

片倉　洋子
(74)

＜平成31年４月＞
博士（医学）

保健医療福祉行政論Ⅰ
保健医療福祉行政論Ⅱ※

保健医療福祉行政論Ⅰ
保健医療福祉行政論Ⅱ※

保健医療福祉行政論Ⅰ
保健医療福祉行政論Ⅱ※

保健医療福祉行政論Ⅰ
保健医療福祉行政論Ⅱ※

保健医療福祉行政論Ⅰ
保健医療福祉行政論Ⅱ※

兼任 講師

片倉　洋子
(71)

＜平成31年４月＞
博士（医学）

兼任 講師

片倉　洋子
(71)

＜平成31年４月＞
博士（医学）

兼任 講師

片倉　洋子
(72)

＜平成31年４月＞
博士（医学）

兼任 講師

小松　信隆
(51)

＜平成31年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

小松　信隆
(52)

＜平成31年４月＞
修士（食物栄養学）

スポーツ栄養学 スポーツ栄養学 スポーツ栄養学 スポーツ栄養学 スポーツ栄養学

兼任 講師

小松　信隆
(49)

＜平成31年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

小松　信隆
(49)

＜平成31年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

小松　信隆
(50)

＜平成31年４月＞
修士（食物栄養学）

兼任 講師

奥村　昌子
(46)

＜令和２年４月＞
修士（医科学）

国際栄養学 国際栄養学 国際栄養学 国際栄養学

兼任 講師

奥村　昌子
(44)

＜平成32年４月＞
修士（医科学）

兼任 講師

奥村　昌子
(44)

＜平成32年４月＞
修士（医科学）

兼任 講師

奥村　昌子
(45)

＜平成32年４月＞
修士（医科学）

兼任 講師

橋本　佳菜
(36)

＜令和２年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

橋本　佳菜
(37)

＜令和２年４月＞
修士（文学）

文学と人間 文学と人間 文学と人間 文学と人間 文学と人間

兼任 講師

橋本　佳菜
(34)

＜平成32年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

橋本　佳菜
(34)

＜平成32年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

橋本　佳菜
(35)

＜平成32年４月＞
修士（文学）

兼任 講師

菅原　千鶴子
(71)

＜平成31年４月＞
博士（栄養学）

兼任 講師

菅原　千鶴子
(72)

＜平成31年４月＞
博士（栄養学）

食生活論※
食育指導論※

食生活論※
食育指導論※

食生活論※
食育指導論※

兼任 講師

菅原　千鶴子
(70)

＜平成31年４月＞
博士（栄養学）

兼任 講師

山際　睦子
(75)

＜平成31年４月＞
博士（農学）

兼任 講師

山際　睦子
(76)

＜平成31年４月＞
博士（農学）

食生活論
食育指導論

食生活論
食育指導論

食生活論※
食育指導論※

食生活論※
食育指導論※

食生活論※
食育指導論※

兼任 講師

山際　睦子
(73)

＜平成31年４月＞
博士（農学）

兼任 講師

山際　睦子
(73)

＜平成31年４月＞
博士（農学）

兼任 講師

山際　睦子
(74)

＜平成31年４月＞
博士（農学）

兼任 講師

川俣　智路
(39)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

川俣　智路
(40)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

教育相談論 教育相談論 教育相談論

兼任 講師

川俣　智路
(38)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

倉賀野　志郎
(68)

＜平成30年４月＞
教育学修士

兼任 講師

倉賀野　志郎
(69)

＜平成30年４月＞
教育学修士

教育方法論 教育方法論 教育方法論

兼任 講師

倉賀野　志郎
(67)

＜平成30年４月＞
教育学修士

講師

高嶋　真之
(30)

＜令和2年４月＞
修士（教育学）

教育制度論

兼任
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

今野　邦彦
(59)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

今野　邦彦
(60)

＜平成31年４月＞
修士（教育学）

特別支援教育概論 特別支援教育概論

兼任 講師

若菜　博
(68)

＜平成30年４月＞
教育学修士

兼任 講師

若菜　博
(69)

＜平成30年４月＞
教育学修士

教育課程論 教育課程論 教育課程論

兼任 講師

若菜　博
(67)

＜平成30年４月＞
教育学修士

兼任 講師

前田　賢次
(52)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

前田　賢次
(53)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

教職概論 教職概論 教職概論

兼任 講師

前田　賢次
(51)

＜平成30年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

塚本　智宏
(63)

＜平成30年４月＞
教育学博士

兼任 講師

塚本　智宏
(64)

＜平成30年４月＞
教育学博士

道徳教育論 道徳教育論 道徳教育論

兼任 講師

塚本　智宏
(62)

＜平成30年４月＞
教育学博士
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【平成３０年度】

①兼任小島康次講師が専任教授に変更(平成29年10月教員審査済)
　「心理学」「生涯発達論」「教育心理学」
②兼任所伸一講師が専任教授に変更(平成29年10月教員審査済)
　「教職概論」「教育原理」「教育学」「教職実践演習」「栄養教育実習事前・事後指導」「栄養教育実習」「卒業研究」
③専任寺井悟教授が■■により就任を辞退したため、専任千葉仁志教授に変更(平成29年６月教員審査済)
　「医療概論」「病態診療学Ⅰ」「病態診療学Ⅱ」「免疫と栄養」「総合演習Ⅱ」「卒業研究」
④専任米代武司助教が■■■■■■により就任を辞退したため、専任津久井隆行講師に変更(平成29年10月教員審査済)
　「基礎化学」「有機化学」「生化学実験」「生物学」「食品科学Ⅲ」「英語文献講読演習」「卒業研究」
⑤兼担末光教授を教職関係科目「情報リテラシー」で追加
⑥学園内の専門学校に適任者が着任したため、兼任平井講師から兼任中川講師に変更
　「スポーツ科学と運動」「スポーツ理論」
⑦本務校の勤務の関係から兼任山田講師から兼任飯田講師に変更「学びの理解」
⑧本務校の勤務の関係から兼任李講師から兼任神元講師に変更「法と人権」
⑨教職課程の認可の関係から兼任山際講師から、兼任山際講師、兼任菅原講師のオムニバスに変更「食生活論」「食育指導論」
⑩兼任前田講師を教職課程関係科目「教職概論」で追加
⑪兼任篠原講師を教職課程関係科目「教育制度論」で追加
⑫兼任若菜講師を教職課程関係科目「教育課程論」で追加
⑬兼任倉賀野講師を教職課程関係科目「教育方法論」で追加
⑭兼任塚本講師を教職課程関係科目「道徳教育論」で追加
⑮兼任桑原講師を教職課程関係科目「特別活動論」「生徒指導論」で追加
⑯兼任川俣講師を教職課程関係科目「教育相談論」で追加

【令和元年度】

①兼任大西講師を基礎教育科目「英語Ⅰ(基礎)」で追加
②兼任Kevin Scott講師を基礎教育科目「英語Ⅱ(会話)」で追加
③本務校の勤務の関係から兼任山内講師から兼任立澤講師に変更「生態学」
④本務校の勤務の関係から兼任中川講師から「スポーツ科学と運動」を兼任岡野講師、「スポーツ理論」を兼任平間講師に変更
⑤本務校の勤務の関係から兼任蔵田講師から兼任森口講師に変更「生命倫理」
⑥実習の充実を図るため「公衆衛生学実習」に兼任濱岡講師を追加
⑦専任小島教授及び兼任今野講師を教育職員免許法・同施行規則の一部改正の関係から教職課程科目「特別支援教育概論」で追加
⑧兼任桑原講師を教育職員免許法・同施行規則の一部改正の関係から教職課程科目「特別活動・総合的学習指導論」で追加

【令和２年度】

①兼任佐々木講師から兼任江本講師に変更「生活環境論」
②兼任田島講師から兼任清水講師に変更「現代社会論」、「国際社会論」
③兼任片倉講師の負担を軽減するために兼担安藤講師と兼担小川講師を科目担当者として追加
④兼任奥村講師から、兼任山部講師、兼任岡部講師に変更しオムニバスで展開「国際栄養学」
⑤兼任篠原講師から兼任高嶋講師に変更「教育制度論」

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【平成２９年度】

①兼担新川教授退職のため、「学びの理解」担当コマ数を兼担稲葉教授に変更、「現代社会論」「国際社会論」は兼任田島講師に変更
②「教育学」の担当を兼任小島講師から兼任所講師に変更（記入例）
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
17

= 121.42 ％
14

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
8

= 47.05 ％
17

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 8 8

歳 名 名

年齢構成

4

　（２）－③　年齢構成

3 1 14
10 2

［　2　］ ［　0　］ ［　1　］

1 17

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

8 2

（7） (1) （2） （0） （10）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

［　0　］ ［  3　］

10 2 4 1 17 10 2 4 1 17

［　2　］ ［　0　］ ［　1　］ ［　0　］ ［　3　］
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 2

該当なし

番　号

0

科目

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

専任教員氏名

0 自由 0

0

8 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

人
科目

8

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

2

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

0

2

職　位 専任教員氏名

医療概論

卒業研究

必修・選択・自由の別

必修

①

必修

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

6

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

2 人

必修 6 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

2 選択

必修

0

自由 0

計 8 科目 計 8 計 0

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

脳出血のため就任辞退（29）

担当予定科目

教授 H29.04寺井　　格

総合演習Ⅱ

１

必修

必修

病態診療学

必修 6 科目

選択

米国長期留学のため就任辞退（30）H29.10

科目

病態診療学

①

①

２ 助教 米代　武司

生科学実験

①

①

①必修

選択

必修

必修

選択

自由

科目 必修 0

総合演習Ⅱ

英語文献購読演習

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 6

選択

必修

選択

自由自由 0

2 0

0必修

②の合計数（b）
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（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 14.28 ％
2
14

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

１．大学の所見
　（１）後任の専任教員を採用(平成29年6月及び10月の教員資格審査提出）し対応した。（29）
２．学生への周知方法
　（１）在学生については、４月２日のガイダンス、新入生については４月４・５日に実施した入学オリエンテーションにおいて学生
　　　にシラバスを配布することにより周知した。（30）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成28年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成29年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成30年）

　保健医療学部栄養学
科において、定年規程
に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合
が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編制の将来構想に
ついて検討すること。

　教員組織編成がスムーズ
に若返りが図れるよう、現
在、学長、学部長、学科
長、事務局長により留意事
項・改善意見の趣旨を踏ま
えて、採用計画の準備を
行っている。(30)

　保健医療学部栄養学
科の定員充足率の平均
が０．７倍未満となっ
ていることから、学生
確保に努めるととも
に、入学定員の見直し
について検討するこ
と。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
について着実に実施す
ること。

　設置認可申請書の記載通
り教員組織編成計画が確実
に履行出来るよう情報収集
を行うとともに基礎教育科
目の化学系で若手の専任教
員１名を採用した。(30)

教員組織編成がスムーズに
若返りが図れるよう、現
在、学長、学部長、学科
長、事務局長により留意事
項・改善意見の趣旨を踏ま
えて、採用計画の準備を
行っている。(30)

留意事項 履行中

履　行　状　況

　保健医療学部栄養学科の
入学定員未充足を重く受け
とめ、入学試験制度におい
ては、平成31年度入学試験
より総合型選抜入学試験及
び編入学試験の導入、一般
選抜入学試験及び大学入試
センター利用入学試験にお
ける受験科目の軽減等の変
更を行う。
さらに広報活動において
は、オープンキャンパスの
開催回数の増加、高校訪問
校数の増加、進路相談会の
参加回数の増加を図り、栄
養学科の認知度を高めると
ともに、受験機会の拡大化
を行う。また、入学定員の
見直しについては、北海道
内大学の栄養学科への志望
者の動向を注視しながら、
学内で検討を開始する。
(30)

是正意見 履行済

　北海道内の志望する保護
者及び高校生に対して、本
学の保健医療学部栄養学科
が十分周知されていないと
の判断から、CM放映、高校
訪問等を積極的に実施し
た。(30)

　平均入学定員充足率
が0.29倍と著しく低
い。学生確保に努める
とともに、長期的な学
生確保の見通しを客観
的根拠に基づき分析
し、入学定員について
見直しも検討しつつ，
収容定員の充足に努め
ること。

　学生確保に向けて、広報
活動と入試制度の見直しを

積極的に進めている。
（１）広報活動では本学栄
　　養学科の理解が高校生
　　に十分周知されていな
　　いとの反省に基づき、
　　高校訪問の学校数を平
　　成29年度146校から平成
　　30年度184校へ、高校個
　　別および業者主催の進
　　学相談会への参加数も
　　88回から97回へ増やし
　　た。栄養学科のオープ
　　ンキャンパスも開催回
　　数を５回から８回へ増
　　加させた。また、本学
　　栄養学科の社会的認知

指摘事項
（是正）

履行中

改善意見

　設置認可申請書の記載通
り教員組織編成計画が確実
に履行出来るよう情報収集
を行うとともに基礎教育科
目の化学系で若手の専任教
員１名を採用した。(30) 履行中

（１）広報活動において
　　は、平成30年度の活動
　　に加え、本学をより理
　　解してもらうために
　　ホームページのリ
　　ニューアルを行うとと
　　もに、大学案内をより
　　読みやすいようにリラ
　　イトする。その中で本
　　学栄養学科の特徴であ
　　る「実践的栄養教育
　　（臨床栄養、食育・栄
　　養教育、スポーツ栄
　　養）の札保大」を高校
　　生がイメージできるよ
　　うに工夫する。
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区　　　分
今後の

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成30年）

　　度をより向上させるた
　　めに本学ホームページ
　　やSNS、オープンキャン
　　パスを利用して以下の
　　情報発信を行ってい
　　る。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

指摘事項
（是正）

履行済

　 １）スポーツ栄養学の視
　　点からの活動：栄養サ
　　ポート協定を締結して
　　いるプロバスケット
　　ボールチーム「レバン
　　ガ北海道」とユース
　　チームU-15の選手に対
　　する栄養管理とスポー
　　ツ栄養教育の実践状況
　 ２）大学農場「ウィル
　　ファーム」を利用し
　　て、食物生産現場から
　　始める食育教育活動
　 ３）地域の児童会館での
　　「子ども食堂」の運営
　　を通した給食経営管理
　　教育の実践活動
（２）入学試験制度におい
　　ては、従来の学校推薦
　　型選抜入学試験、一般
　　選抜入学試験、大学入
　　試センター利用入学試
　　験に加え、2019年度入
　　学試験から総合型選抜
　　入学試験、編入学試験
　　を新たに追加実施し、
　　受験生の受験機会の拡
　　大を図った。

　広報活動と入試制度の見
直しを進めた結果、今年度
は過去２ヶ年と比較して以
下の改善が認められた。
（１）高校３年生の栄養学
　　科希望者：栄養学科
　　オープンキャンパスの
　　実施回数を増やしたこ
　　とにより、参加者は、
　　平成28年度41名、平成
　　29年度107名、平成30
　　年度179名と急増し
　　た。進学相談会参加者
　　においても、平成28年
　　度７名、平成29年度73
　　名、平成30年度134名
　　と着実に増加してお
　　り、高校生による本学
　　栄養学科の認知度が浸
　　透してきたことが窺え
　　る。
（２）志願者数（受験者
　　数）においては、平成
　　29年度63名、平成30年
　　度47名、2019年度は82
　　名と増加に転じた。
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区　　　分
今後の

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

指摘事項
（是正）

　定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から，定年規程の趣旨
を踏まえつつ適切な教
員組織の編制に努める
こと。

指摘事項
（改善）

（１）設置計画申請書の記
　　載のとおり教員組織編
　　成計画が確実に履行で
　　きるよう情報収集を進
　　めている。平成29年度
　　に基礎教育・専門基礎
　　教育科目の化学系で若
　　手の専任教員１名を採
　　用した。（元）

履行中

（１）完成年度の翌年とな
　　る2021年４月に向け
　　て、基礎教育・専門基
　　礎教育科目の教授１
　　名、専門基礎教育科目
　　の教授１名、専門教育
　　科目の教授１名の後任
　　採用を進めるとともに
　　2022年４月に向けて基
　　礎教育・教職課程の教
　　授２名の後任採用を進
　　める。指摘事項（改善
　　）の趣旨を踏まえて、
　　適正な教員組織編制に
　　スムーズに移行できる
　　よう公募を含めた教員
　　募集活動の計画を進め
　　る。（元）

（３）入学定員充足率につ
　　いては、入学定員80名
　　に対して、開設年度の
　　平成29年度は26名（
　　0.325）、平成30年度
　　は22名（0.275）であ
　　り、２年間の入学定
　　員充足率の平均0.3（
　　48名/160名）であっ
　　た。しかし、2019年度
　　は入学定員には満たな
　　いものの前年度より14
　　名増の36名（0.45）が
　　入学した。
　　この結果、過去３年間
　　の平均入学定員充足率
　　は0.35（84名/240名）
　　となり改善傾向がみら
　　れている。また、2019
　　年度から新たな入学試
　　験制度として３年次編
　　入学試験を実施し、４
　　名が入学した。編入生
　　も加えると、栄養学科
　　の平均定員充足率は
　　0.366となった。
　　（元）

６　附帯事項等に対する履行状況等

　学生の確保に向けて前年
度に引き続き広報活動の充
実を図った。栄養学科で
は、新入試制度として社会
人入学試験制度を設け実施
したが､志願者はなかった。
次年度も実施した上で、評
価をすることとしたい。
　また、オープンキャンパ
スも前年度同様に他学科よ
り3回多く8回実施した。内
容は、本学の紹介、体験演
習、校内案内、在校生との
交流、個別相談、保護者説
明会、学生会館の見学等を
行っている。10月に実施す
る分には、小論文対策を加

　従来であれば、３月から
オープンキャンパスを行
い、積極的なＰＲを重ねて
参加者のうちから出願者へ
繋がる歩留率の向上を図る
ことを考えていたが、新型
コロナウイルス感染症拡大
の勢いが衰えず、苦慮して
いる。
　もし、予定通り再開が可
能になれば、栄養学科で
は、6月、7月、8月、10月に
オープンキャンパスを予定
し、8月の実施時に総合型選
抜入学試験の志願者増を意
識したイベントを企画す
る。

指摘事項
（改善）

履行中

　入学定員未充足の改
善に努めること。（保
健医療学部栄養学科）

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

30



区　　　分
今後の

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

える工夫を行った。さらに
栄養学科で企画している100
円朝食メニューの紹介や栄
養サポートパートナー協定
を結んでいるＢ.リーグ所属
のプロバスケットボール
チーム”レバンガ北海道”
の選手を招いて対談する
等、学科の特徴を分かり易
く説明できる企画を行っ
た。全体の参加者は、前年
度より71名増加し、250名に
なった。参加者がそのまま
志願者に繋がるような満足
度の高いものになるように
努めたい。
　また、志願者数において
は、平成29年度63名、平成
30年度47名、平成31年度82
名と増加していたが、2020
年度は77名と若干減少に
なった。しかし、最も重要
な入学定員の充足率におい
ては、かなり厳しい時期も
あったが、2020年度につい
ては、合格者の歩留率が高
く、定員充足率は学科開設
時から最も高い数値になっ
た。　　　　　　　（２）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

履　行　状　況

指摘事項
（改善）

履行中

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

さらに新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により、
業者が開催する進学説明会
が開催中止となっている
が、感染予防を行ったうえ
で、本学独自の進学相談会
開催を予定している。ま
た、高校訪問においても感
染症の状況を見たうえで実
施を予定している。
　加えて大学案内は、保健
医療学部ということもあ
り、看護学科と合冊で作成
しているが、栄養学科の認
知度を高めるためにサブパ
ンフレットを作成し、年度
途中で使用する予定であ
る。（２）
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

１）学則 １）学則の変更(平成30年10月１日改正)

　①転入学を設けることに伴い、第40条に規定した。

　②科目履修生を設けることに伴い、第47条に規定した。

　③入学試験制度（総合型選抜入学・編入学）を追加する

　ことに伴い､別表５の試験区分を「学校推薦型選抜入学･

　一般選抜入学・総合型選抜入学・編入学」に変更した。

（元）

２）学則 ２）学則の変更(平成31年４月１日改正)

　　認証評価を受審し、日本高等教育評価機構より指摘を 　①学科の教育上の目的を第５条(３)に規定した。

　受けた内容と入学試験制度の変更を行った。 　②札幌保健医療大学評議会規程の変更により、第９条を

　改正した。

　 　③札幌保健医療大学教授会規程の変更により、第10条を

　改正した。

　④教育職員免許法・同施行規則の一部改正に伴い、別表

　４の教職課程の科目を改正した。

　⑤入学試験制度を追加することに伴い、別表５の試験区

　分に「社会人入学」を追加した。（元）

３）入学試験制度 ３）入学試験制度の変更

　　当初､計画していなかった社会人入学制度を追加した。 　①社会人入学制度

　　　栄養学科のみ実施で、若干名の社会人入学希望者を

　　受け入れる。受験資格は満25歳以上の者または、満21

　　歳で２年以上の社会経験があるものが対象で、小論

　　文、個人面接試験で評価する。（元）

４）学則 ４）学則の変更（2020年4月1日改正）

　　大学の教育上の目的を分かりやすい文言に改正し、1大 　①第5条第3項第1号（大学の教育上の目的）を改正した。

　学1学部のため学部の教育上の目的を削除する。 　②第5条第3項第2号（学部の教育上の目的）を削除した。

　　学科の教育上の目的は、大学の教育上の目的の改正に 　③第5条第3項第3号（学科の教育上の目的）を改正した。

　伴い改正する。 （２）

５）学則 ５）学則の変更（2020年4月1日改正）

　　遠隔授業の実施に際し、学校教育法施行規則に基づく 　学則第22条の次に次の1条を加える。

　未整備事項について整備する。 （授業の方法）

　第22条の2　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは

　実技のいずれかにより又はこれらを併用して行うものと

　する。

　２　授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより多

　様なメディアを高度に利用して当該授業を行う教室等

　以外の場所で行うことができる。

（２）

　ａ　委員会の設置状況

　　　　FD委員会　札幌保健医療大学ＦＤ委員会規程（資料添付）(29)

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜保健医療学部　栄養学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　当初、計画していなかった転入学・科目履修生の追加及
び、入学試験制度の変更を行った。

　　　【平成２９年度】

　　　　第１回：平成29年４月13日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
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　　　　　・平成２９年度前期授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナーの活動計画について

　　　　　・平成２９年度「学生による授業評価アンケート」の実施について

　　　　≪第２回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成２９年度第１回ＦＤ研修会について

　　　　　・「学生による授業評価アンケート」について

　　　　　・平成２９年度学術セミナーの検討

　　　　≪第３回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成２８年度授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ委員会年間活動計画（案）について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ研修会の検討

　　　　　・平成２９年度学生授業評価アンケートに対する意見提出依頼について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナーの活動計画について

　　　　　・平成２９年度第１回学術セミナーについて

　　　　　・「授業評価アンケートに対するご意見・ご提案等のお願い」内容の検討

　　　　≪第４回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第１回学術セミナー開催報告について

　　　　　・平成２８年度後期授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナーの活動計画について

　　　　　・委員会年間活動計画について

　　　　　・平成２９年度第２回学術セミナーについて

　　　　　・平成２９年度授業評価アンケート意見伺い内容の検討について

　　　　≪第５回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第２回学術セミナー準備進捗状況について

　　　　第９回：平成30年２月６日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第10回：平成30年３月６日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　【平成３０年度】

　　　　第２回：平成30年５月17日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第３回：平成30年６月15日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第７回：令和元年12月17日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第８回：令和２年１月14日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第９回：令和２年２月10日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第２回：平成29年５月23日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第３回：平成29年６月26日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第４回：平成29年７月12日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第５回：平成29年９月７日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第６回：平成29年10月17日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第７回：平成29年11月21日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第８回：平成29年12月21日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　　　第10回：令和２年３月９日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　【平成２９年度】

　　　　≪第１回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成２９年度ＦＤ委員会年間活動計画（案）について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ研修会の実施及び企画について

　　　　第１回：平成30年４月19日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　第４回：平成30年７月17日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第５回：平成30年９月13日開催(参加４名：教育職員４名、事務０名、欠席１名）

　　　　第６回：平成30年10月19日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第７回：平成30年11月12日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第８回：平成30年12月11日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第９回：平成31年１月17日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第10回：平成31年２月21日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第11回：平成31年３月15日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　【令和元年度】

　　　　第１回：令和元年５月13日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第２回：令和元年６月13日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第３回：令和元年７月11日開催(参加４名：教育職員３名、事務１名、欠席１名）

　　　　第４回：令和元年９月５日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第５回：令和元年10月17日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）

　　　　第６回：令和元年11月11日開催(参加５名：教育職員４名、事務１名、欠席なし）
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　　　　　・平成３０年度前期授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・第２回学術セミナーの業務分担について

　　　　　・第１回学術セミナー開催報告について

　　　　　・ＦＤ・ＳＤ研修会、学術セミナー欠席者への代替え措置について

　　　　≪第５回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第２回ＦＤ研修会の業務分担について

　　　　　・第２回学術セミナーの準備進捗状況について

　　　　　・第４回ＦＤ研修会　授業見学希望調査票について

　　　　≪第６回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第３回ＦＤ・ＳＤ研修会の業務分担について

　　　　　・平成２９年度後期授業アンケート結果について

　　　　　・第１回ＦＤ研修会アンケート結果について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナー活動計画について

　　　　　・授業評価アンケートの分析方法について

　　　　　・11月からの授業見学の実施方法について

　　　　≪第３回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第１回学術セミナーの業務分担について

　　　　　・授業アンケート結果の分析について

　　　　≪第４回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成３０年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナー活動計画について

　　　　　・第１回ＦＤ研修会の実施内容と業務分担について

　　　　　・授業評価アンケートの実施方法について

　　　　　・ＦＤ委員会規程について

　　　　　・平成２９年度委員会等活動報告書について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ委員会予算について

　　　　　・平成２９年度後期授業アンケート結果について

　　　　≪第２回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成２９年度ＦＤ委員会活動報告書について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ委員会活動計画について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナー活動計画について

　　　　　・平成２９年度　委員会等活動報告書について

　　　　　・第４回ＦＤ・ＳＤアンケート結果について

　　　　　・第３回学術セミナーアンケート結果について

　　　　　・平成２９年度　後期授業評価アンケート結果について

　　　【平成３０年度】

　　　　≪第１回ＦＤ委員会≫

　　　　　・平成３０年度ＦＤ委員会年間活動計画（案）について

　　　　　・第３回学術セミナーの業務分担について

　　　　　・教職員の合同研修について

　　　　≪第９回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第４回ＦＤ・ＳＤ研修会業務分担について

　　　　　・第３回学術セミナー業務分担について

　　　　　・平成２９年度委員会活動報告について

　　　　　・ＦＤ・ＳＤ研修会欠席者への代替え措置について

　　　　　・本学ＦＤ研修会の北海道大学ＦＤ・ＳＤ推進協議会への振替措置について

　　　　≪第10回ＦＤ委員会≫

　　　　≪第７回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第２回ＦＤ研修会アンケート結果について

　　　　　・平成２９年度前期授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ委員会活動計画（案）について

　　　　　・平成３０年度ＦＤ委員会予算（案）について

　　　　　・第３回ＦＤ研修会の業務分担について

　　　　≪第８回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第３回ＦＤ研修会アンケート結果について

　　　　　・第４回ＦＤ・ＳＤ研修会の業務分担について

　　　　　・平成２８年度学生の授業評価アンケート結果内容について

　　　　≪第６回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第２回学術セミナーアンケート結果について

　　　　　・平成２９年度前期授業評価アンケート結果報告について

　　　　　・平成２９年度ＦＤ・ＳＤ研修会・学術セミナー日程について

　　　　　・平成２９年度第２回ＦＤ研修会について

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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　　　　≪第７回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第１回ＦＤ研修会講師へのお礼状送付について

　　　　　・第3回学術セミナー進捗状況について

　　　　　・2020年度活動計画について

　　　　　・2020年予算について

　　　　　・2020年度FD・SD研修会及び学術セミナーについて

　　　　　・第5回FD・SD研修会進捗状況について

　　　　　・第3回FD・SD研修会進捗状況について

　　　　　・第4回FD・SD研修会業務分担について

　　　　　・授業見学希望調査票について

　　　　　・授業評価アンケートの業者委託について

　　　　　・第2回ＦＤ．ＳＤ研修会について（進捗確認、総務課）

　　　　　・第3回ＦＤ・ＳＤ研修会について（進捗確認）

　　　　　・第1回学術セミナー出席者アンケートＷＥＢ版試用について

　　　　≪第６回ＦＤ委員会≫

　　　　≪第５回ＦＤ委員会≫

　　　　≪第４回ＦＤ委員会≫

　　　　　・授業評価アンケートＷＥＢ版導入について

　　　　　・第2回ＦＤ・ＳＤ研修会、第2回学術セミナー（総務課）進捗状況について

　　　　　・第3回学術セミナー進捗状況について

　　　　　・第3回FD・SD研修会進捗状況について

　　　　　・第5回FD・SD研修会進捗状況について

　　　　　・第3回学術セミナー進捗状況について

　　　　　・第2回FD・SD研修会業務分担について

　　　　　・2020年度活動計画ならびに予算の業務分担について

　　　　　・第4回ＦＤ・ＳＤ研修会について（進捗確認）

　　　　　・第2回学術セミナーについて（進捗確認、総務課）

　　　　　・第3回学術セミナーについて（進捗確認、看護系委員）

　　　　≪第３回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第2回ＦＤ・ＳＤ研修会、第2回学術セミナー（総務課）進捗状況について

　　　　　・第3回ＦＤ・ＳＤ研修会（大日向輝美先生）進捗状況について

　　　　　・第4回ＦＤ・ＳＤ研修会（鈴木誠先生）進捗状況について

　　　　　・第3回学術セミナー（看護学科）進捗状況について

　　　　　・2019年度ＦＤ・ＳＤ研修会及び学術セミナー活動計画について

　　　　　・第１回ＦＤ研修会の実施内容と業務分担について

　　　　　・授業評価アンケートの実施方法について

　　　　≪第２回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第１回学術セミナーの実施内容と役割分担について

　　　　　・北海道地区ＦＤ・ＳＤ推進協議会特別総会について

　　　　≪第10回ＦＤ委員会≫

　　　　　・第３回学術セミナー開催報告

　　　　≪第11回ＦＤ委員会≫

　　　　　・活動報告書案について

　　　　　・来年度計画について

　　　【令和元年度】

　　　　≪第１回ＦＤ委員会≫

　　　　　・2019年度ＦＤ委員会年間活動計画（案）について

　　　　　・合同ＦＤ・ＳＤ研修について

　　　　　・平成３０年度前期授業評価アンケート結果報告　進捗について

　　　　≪第８回ＦＤ委員会≫

　　　　　・2019年度活動計画について

　　　　　・第３回学術セミナーについて

　　　　　・第３回ＦＤ・ＳＤ研修会アンケート結果報告について

　　　　　・第４回ＦＤ研修会（授業見学）の経過について

　　　　≪第９回ＦＤ委員会≫

　　　　　・2019年度活動計画について

　　　　　・第２回学術セミナーアンケート結果について

　　　　　・第４回ＦＤ研修会　授業見学について

　　　　　・第２回ＦＤ研修会アンケート結果について

　　　　≪第７回ＦＤ委員会≫

　　　　　・2019年度活動計画ならびに予算について

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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　　【令和元年度】

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会（令和元年６月10日開催）

　　　第１回学術セミナー（令和元年７月22日開催）

　　　第２回ＦＤ・ＳＤ研修会（令和元年11月５日開催）

　　　第２回学術セミナー（令和元年９月19日開催）

　　　第３回ＦＤ研修会：栄養学科「食品科学実験Ⅰ」の授業参観（体験有）

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会：外部講師を招き「学生のやる気を育てる」の講演

　　　第２回ＦＤ研修会（平成30年10月17日開催）

　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会（平成30年11月30日開催）

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会（平成30年12月17日開催）

　　　第４回ＦＤ研修会（平成30年11月～31年１月開催）

　　　第３回学術セミナー（平成31年２月15日開催）

　　　第２回ＳＤ研修会（平成31年３月13日開催）

　　　第５回ＦＤ・ＳＤ研修会（令和２年２月14日開催）

　　　第１回学術セミナー：「ダニ媒介性脳炎」をテーマに本学教員による講演

　　　第２回学術セミナー：「科研費」をテーマに本学教員・職員による講演

　　　第３回学術セミナー：「健康危機管理の災害時における栄養・食生活」をテーマに本学教員による講演

　　　第２回ＦＤ研修会（平成29年11月13日開催）

　　　第３回ＦＤ研修会（平成29年12月13日開催）

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会（平成29年12月26日開催）

　　　第１回ＦＤ研修会（平成30年５月10日開催）

　　　第１回学術セミナー（平成30年７月９日開催）

　　　第２回学術セミナー（平成30年９月14日開催）

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会（平成30年２月16日開催）

　　　第３回学術セミナー（平成30年２月23日開催）

　　　第２回ＳＤ研修会（平成30年３月16日開催）

　　【平成３０年度】

　　　平成29年度合同ＳＤ研修会（平成30年１月27日開催）

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会（平成29年５月16日開催）

　　　第１回学術セミナー（平成29年７月10日開催）

　　　第２回学術セミナー（平成29年９月15日開催）

　ａ　実施内容

　　　　　・授業評価アンケートについて

　　　　　・2020年度FD・SD研修会及び学術セミナーについて

　　　　　・第5回FD・SD研修会業務分担について

　　　　　・第3回学術セミナー業務分担について

　　　　　・2020年度FD・SD研修会及び学術セミナーについて

　　　　　・2019年度 委員会等活動報告書について

　　　　　・授業評価アンケートについて

　　　　　・授業評価アンケートQRコードの配付について

　　　　　・2020年度FD・SD研修会及び学術セミナーについて

　　　　　・2019年度 委員会等活動報告書について

　　　　　・授業見学について

　　　　≪第８回ＦＤ委員会≫

　　　　≪第９回ＦＤ委員会≫

　　　　≪第10回ＦＤ委員会≫

　　【平成２９年度】

　　　　　・FD・SD研修会ロゴマークについて

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　実施方法

②　実施状況

　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会（令和元年12月17日開催）

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会（令和２年１月15日開催）

　　【平成２９年度】

　　　平成29年度合同ＳＤ研修会：他大学と合同で部署別発表を行う

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会：外部講師を招き「高大接続と新選抜方式について」について講演

　　　第２回ＳＤ研修会：本学教職員による「ハラスメントに関する事項」「平成３０年度大学運営に関する基本方針

　　　　　　　　　　　　について」「公的研究費等に対する不正研究および不正使用に関する事項について」の講演

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会：外部講師を招き「シラバスで整える授業の骨格」について研修を行う

　　　第２回ＦＤ研修会：外部講師を招き「シラバスに関するグループディスカッション」について８グループで行う
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　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者３７名（教員３３名、職員４名）

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者４１名（教員３８名、職員３名）

　　　第２回ＳＤ研修会：「2019年度大学運営に関する基本方針について」

　　　　　　　　　　　　「高等教育の負担軽減（高等教育無償化制度）の具体的な方策について」

　　【令和元年度】

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会：外部講師を招き「経験学習で成長を促す教育－学生の特徴を捉え、効果的な教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　計画調書作成の理解を深める」

　　　第４回ＦＤ研修会：授業見学

　　　第３回学術セミナー：「統合失調症を患う人々の身体的体験−Ａ氏が体験した‘主体の空白化’−　」

　　　第１回ＦＤ研修会：「教育評価におけるルーブリック評価法の理解と作成体験」

　　　第１回学術セミナー：「異所性脂肪蓄積」

　　　第２回学術セミナー：「事務手続き等および研究費不正使用防止について」

　　　　　　　　　　　　：「科研費の申請実例について」

　　　第２回ＦＤ研修会：「学生の自主性とやる気を引き出すために」

　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会：「情報モラル・セキュリティーについて」

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会：「科学研究費補助金に関する基本的な知識の習得および次年度の応募に向けて研究

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　第２回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者５３名（教員３８名、職員１５名）

　　【令和元年度】

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者４４名（教員３１名、職員１３名）

　　　第１回学術セミナー：参加者３４名（教員２９名、職員５名）

　　【平成２９年度】

　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者４２名（教員３１名、職員１１名）

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会：参加者４８名（教員２５名、職員１５名）

　　　第４回ＦＤ研修会：参加者１３名

　　　第１回学術セミナー：本学教員による「高度肥満症に対する治療（減量手術）とその栄養管理の実績」

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会：外部講師を招き「学ぶ意欲を引き出すには、何が必要か？」について研修

　　　第５回ＦＤ・ＳＤ研修会：本学教員による「発達障がいが疑われる学生への対応について－本学の相談事例を

　　　第２回ＦＤ・ＳＤ研修会：外部講師を招き「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」の解説

　　　第２回学術セミナー：「科研費の事務手続きについて」、「科研費の申請実例について」解説

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　第１回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者３７名

　　　第３回ＦＤ・ＳＤ研修会：本学教員による「専門分野別評価について」

　　　第１回学術セミナー：参加者３５名

　　【平成３０年度】

　　　　　　　　　　　　　　　手法を探る経験から人を育てる」について研修を行う

　　　　　　　　　　　　　　　中心に」研修を行った

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　　第２回学術セミナー：参加者３１名

　　　第２回ＦＤ研修会：参加者３９名

　　　第３回ＦＤ研修会：参加者３６名

　　　第１回ＳＤ・ＦＤ研修会：参加者２６名

　　　平成29年度合同ＳＤ研修会：参加者１９名

　　　第４回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者４７名

　　　第３回学術セミナー：参加者４５名

　　　第３回学術セミナー：参加者３６名

　　　第２回ＳＤ研修会：参加者１８名

　　　第２回ＳＤ研修会：参加者１４名

　　【平成３０年度】

　　　第１回ＦＤ研修会：参加者３７名

　　　第１回学術セミナー：参加者３５名

　　　第２回学術セミナー：参加者３０名

　　　第２回ＦＤ研修会：参加者３８名

　　　第２回学術セミナー：参加者３０名（教員２２名、職員８名）

　　　第５回ＦＤ・ＳＤ研修会：参加者５１名（教員４１名、職員１０名）

　　　　FD研修会としてシラバスに関するグループディスカッションを行い、シラバスの作成の仕方、重要性を再認識
　　　し、平成３０年度のシラバス作成に大変有益となった。また、授業参観を行うことにより、授業の進め方、学生
　　　との双方向授業、学生への資料提示内容、教員の声の大きさ等が確認でき、授業改善への大きな参考となった。
　　　さらに、ＦＤ・ＳＤ合同の研修会では教職員間の認識の共有化が図られ、学生への教育に対しての一体感が醸成
　　　された。（30）
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　　　　研修会については予定通りの開催ができ、教職員の積極的な参加があった。平均参加率は78.5％でアンケート
　　　においても常に95％以上の教職員が参考になったとの高評価であり、充実した授業を展開するためにとする研修
　　　テーマに繋がった。学術セミナーにおいても予定通りの開催を行うことができ、参加率63.6％で看護、栄養の相
　　　互理解に繋がった。（元）

　　　　　　　　　　　　前期・後期の各授業の最終日に実施を予定している。（２）

　　　　実施の有無　：　実施する（29）（30）（元）（２）

　令和元年度の自己点検・評価は、各種委員会活動報告書を中心に自己点検年度報告書を作成することとしている。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（４） 自己点検・評価等に関する事項

該当なし

　平成30年度の自己点検・評価は、各種委員会活動報告書を中心に自己点検年度報告書を作成した。（元）

　新学科開設当初ということもあり、自己点検・評価活動は行っていない。第１学年終了時、「自己点検・評価委員
会」を中心に自己点検・評価報告書を作成し、初年度の総括を行った。（29）

　平成29年度の自己点検・評価は、各種委員会活動報告書を中心に自己点検年度報告書を作成した。（30）

　　　まとめ、製本したものを図書館に設置したうえで、さらに学内掲示板にて学生及び教職員へ向け公開予定。(２)

　　　　看護・栄養両学科学生を対象とした授業評価アンケート結果及び科目担当教員の授業改善意見を報告書として

　　　まとめ、製本したものを図書館に設置したうえで、さらに学内掲示板にて学生及び教職員へ向け公開した。(元)

　　　　看護・栄養両学科学生を対象とした授業評価アンケート結果及び科目担当教員の授業改善意見を報告書として

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　・令和２年７月１日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和２年７月１日を予定）

　　・大学図書館に報告書（冊子体）を設置（令和２年７月１日を予定）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

(２)

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・平成30年度に日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受審し、適合認定を受けた。

　　　　実施時期　　：　前期・後期の各授業の最終日に実施した。（29）（30）（元）

　　　　看護・栄養両学科学生を対象とした授業評価アンケート結果及び科目担当教員の授業改善意見を報告書として

　　　まとめ、製本したものを図書館に設置したうえで、さらに学内掲示板にて学生及び教職員へ向け公開した。(29)

　　　　看護・栄養両学科学生を対象とした授業評価アンケート結果及び科目担当教員の授業改善意見を報告書として

　　　まとめ、製本したものを図書館に設置したうえで、さらに学内掲示板にて学生及び教職員へ向け公開した。(30)

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　　　いて記入してください。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　研修会については、新型コロナウイルス感染防止の関係で、第3回学術セミナーを次年度へ延期したことを除
　　　き、当初計画通り開催した。参加者のアンケート結果からも92%が参考になったとの評価であり、今年度の研修
　　　の目的である「学生の多様性の理解」を深めることができた。（２）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　該当なし　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和２年　７月　１日　　）

（５） 情報公表に関する事項
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